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平
成

年
度
の
高
校
生
論
文
コ
ン

ク
ー
ル
・
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
イ
ン
ド
賞

に
は
、
全
国

校
か
ら

編
の
作
品
が
集
ま
り
前
回
よ
り
倍

増
の
応
募
と
な
っ
た
。
団
体
賞
で
あ

最
近
、
孫
の
お
守
で
半
世
紀
前
に

習
っ
た
懐
か
し
い
小
学
唱
歌
に
悪
声

を
張
り
上
げ
て
い
る
。

歳
児
の
質
問
責
め
で
気
付
い
た

の
だ
が
、

年
前

に
は
日
常
生
活
の

中
で
見
聞
き
出
来

た
物
が
た
く
さ
ん

姿
を
消
し
て
い
る
。

「
森
の
水
車
」「
村

祭
り
」
「
村
の
船

頭
さ
ん
」「
村
の
鍛
冶
屋
」
…
…
。

そ
う
言
え
ば
、
一
代
で
世
界
の
ホ
ン

ダ
を
育
て
た
本
田
宗
一
郎
さ
ん
の
父

君
も
刀
鍛
冶
だ
っ
た
そ
う
で
「
鉄
は

熱
い
う
ち
に
す
か
さ
ず
打
た
な
い
と
、

い
い
結
果
が
出
な
い
」
と
子
供
の
時

か
ら
教
わ
っ
て
、
時
間
と
タ
イ
ミ
ン

グ
を
何
よ
り
も
大
切
に
さ
れ
た
そ
う

だ
。刀

匠
は
左
手
の
カ
ナ
テ
コ
で
熱
し

た
鉄
を
は
さ
み
、
右
手
の
小
槌
で
コ

チ
ン
と
た
た
く
。
鉄
を
打
ち
伸
ば
す

の
で
な
く
、
こ
こ
を
打
て
と
場
所
を

指
示
す
る
。
そ
こ
を
す
か
さ
ず
三
人

の
弟
子
が
ト
ン
、
テ
ン
、
カ
ン
と
打

つ
。
コ
チ
ン
、
ト
ン
、
テ
ン
、
カ
ン

を
一
糸
乱
れ
ず
繰
り
返
す
。
そ
れ
こ

そ
絶
妙
熟
練
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
る
。

少
し
で
も
狂
え
ば
大
槌
が
ぶ
つ
か
り

合
い
、
違
っ
た
点
を
打
て
ば
鉄
は
間

違
っ
た
延
び
方
を
す
る
。
三
人
が
素

早
く
一
定
の
力
で
一
点
を
打
つ
。
こ

れ
が
集
中
力
で
あ
り
、
何
百
年
の
後

ま
で
も
素
晴
ら
し
い
姿
と
切
れ
味
を

残
す
日
本
刀
を
生
み
出
す
母
な
の
で

あ
る
。

当
学
園
で
勉
学

に
励
む
皆
さ
ん
は
、

ま
さ
に
ま
っ
赤
に

熱
せ
ら
れ
た
鉄
に

例
え
ら
れ
る
タ
イ

ミ
ン
グ
で
あ
る
。

先
生
方
の
指
導
が

コ
チ
ン
で
、
皆
さ
ん
が
ト
ン
、
テ
ン
、

カ
ン
と
自
ら
を
集
中
し
て
鍛
え
る
こ

と
で
、
後
の
長
い
人
生
を
本
田
さ
ん

の
よ
う
に
切
り
開
い
て
ゆ
く
名
刀
を

手
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

ゆ
め
、
ゆ
め
疑
う
な
か
れ
！

直

言
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第

回
「
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
イ
ン
ド
賞
」
決
ま
る

グ
ラ
ン
プ
リ
賞
は
坪
井
咲
さ
ん

静
岡
県
立
浜
松
北
高
校

年

「
小
さ
な
国
際
化
」

る
学
校
賞
に
は
佳
作

編
を
出
し
た

兵
庫
県
の
小
林
聖
心
女
子
学
院
高
校

が
受
賞
し
た
。

今
回
よ
り
新
サ
ブ
テ
ー
マ
「
環
境

に
つ
い
て
」
を
加
え
た
が
、
傾
向
と

し
て
は
、
入
賞
作
品
に
見
ら
れ
る
よ

う
に
、
単
な
る
留
学
見
聞
録
か
ら
脱

皮
し
て
体
験
や
知
識
を
自
分
の
視
点

で
受
け
止
め
理
解
し
て
い
る
作
品
が

目
立
っ
た
。
入
賞
者
は
別
表
の
通
り
。

テーマ

「世界の中の日本と私」

グランプリ賞
「小さな国際化」
静岡県 県立浜松北高校 年
坪井 咲
準グランプリ賞
「異文化理解とは何か」
大阪府 府立生野高校 年
佐藤 実優
毎日新聞社賞
「本当の国際交流とは」
北海道 道立北海道室蘭清水丘高校 年
山田 育美
佳作（受付番号順）
「英語とどのように接するべきか。

英語帝国主義を通して考える」
東京都 国立お茶の水女子大学附属高校 年
谷 瑞希
「真のグローバル化とは

精神的開国を求めて」
東京都 学習院女子高等科 年
飯名 由梨
「日本人としてのこれからの私」
東京都 中村高校 年
細谷 由美
「真の国際人とは」
静岡県 県立浜松北高校 年
成原 里美
「ビー玉が灯した「真心」の火」
兵庫県 小林聖心女子学院高校 年
大野 真理子
「微笑み合う国を目指して」
兵庫県 小林聖心女子学院高校 年
吉川 茜
「スマイル」
香川県 県立三木高校 年
坂本 智代
学校賞
兵庫県 小林聖心女子学院高校
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晴れの卒業式晴れの卒業式

「夢が咲く木」を歌って幕を閉じた短大卒業式

別
れ
の
季
節
を
迎
え
た
学
園
各
校

は

月
か
ら

月
に
か
け
て
卒
業
式

を
行
っ
た
。
卒
業
生
は
大
学
か
ら
幼

稚
園
ま
で
計

名
。
実
社
会

や
上
級
学
校
へ
希
望
に
胸
を
ふ
く
ら

ま
せ
な
が
ら
巣
立
っ
て
い
っ
た
。

各
校
の
卒
業
生
は
、
国
際
大
・
枚

方
キ
ャ
ン
パ
ス
が
大
学
院
経
営
情
報

学
研
究
科
博
士
課
程

名
・
修
士
課

程

名
、
大
学
院
総
合
社
会
科
学
研

究
科
修
士
課
程

名
、
経
営
情
報
学

部

名
、
政
経
学
部

名
、

計

名
。
守
口
キ
ャ
ン
パ
ス
が

女
子
大
人
間
科
学
部

名
（
社

会
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

、
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学

科

、
人
間
健
康
科
学
科

、

ス
ポ
ー
ツ
行
動
学
科

）。
短
大
部

が
家
政
科

名
（
生
活
文
化

コ
ー
ス

、栄
養
士
コ
ー
ス

）、

幼
児
教
育
科

名
（
保
育
コ
ー

ス

、
音
楽
コ
ー
ス

、
体
育

コ
ー
ス

）、
国
際
文
化
学
科

名
（
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス

、

情
報
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス

、
英
語
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス

、
観

光
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス

）
の
計

名
。

滝
井
高
校

名
、
大
和
田
高

校

名
、
大
和
田
中
学
校

名
。

幼
稚
園
は
計

名
が
修
了
し
た
。

国
際
大
の
卒
業
証
書
・
学
位
記
授

与
式
は

月

日
枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス

大
講
義
室
で
行
わ
れ
た
。
金
子
敦
郎

学
長
が
各
学
科
・
専
攻
の
代
表
者
に

卒
業
証
書
・
学
位
記
を
授
与
し
「
厳

し
い
時
代
、
逆
風
に
耐
え
抜
く
の
は

あ
る
意
味
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
に
つ
な

が
る
。
本
学
で
学
ん
だ
こ
と
に
誇
り

び
か
け
、

周
年
事
業
の
準
備
を
進

め
て
い
る
こ
と
も
紹
介
し
た
。

短
大
の
卒
業
証
書
授
与
式
は

月

日
に
奥
田
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
た
。
奥
田
吾
朗
学
長
は
式
辞

で
「
人
と
の
出
会
い
の
中
で
多
く
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
経
験
す
る
こ
と
は
、

人
間
の
成
長
に
と
っ
て
単
な
る
知
識

や
ス
キ
ル
の
習
得
よ
り
も
大
切
。
多

く
を
経
験
し
、
人
々
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
分
け
与
え
て
下
さ
い
」
と
語
り
、

「
卒
業
生
の
こ
と
ば
」
と
し
て
代
表

の
幼
児
教
育
科

山
崎
裕
理
子
さ
ん

が
、「
私
た
ち
は
ま
だ
小
さ
な
蕾
で

す
が
、
卒
業
生
と
し
て
国
際
社
会
に

は
ば
た
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
夢
を

持
ち
続
け
た
い
」
と
述
べ
た
。

同
窓
会
で
あ
る
「
羊
帝
会
」
廣
谷

康
子
会
長
が
、
社
会
人
に
な
っ
た
時

に
帝
国
女
子
短
大
の

期
生
と
し
て

恥
じ
ぬ
よ
う
付
加
価
値
を
つ
け
る
努

力
を
し
た
自
ら
の
思
い
出
や
、
主
婦

と
し
て
の
生
き
ざ
ま
を
語
り
「
大
阪

国
際
大
学
短
期
大
学
部
と
い
う
新
し

い
名
前
で
の

期
生
の
み
な
さ
ん
も

笑
顔
を
忘
れ
ず
、
困
難
を
乗
り
越
え

て
ほ
し
い
」
と
激
励
し
た
。

女
子
大
・
短
大
共
、
卒
業
記
念
品

は
エ
レ
ベ
ー
タ
用
の
姿
見

台
を
大

学
に
寄
贈
。
恒
例
「
学
園
生
活
の
思

い
出
」
の
ス
ラ
イ
ド
上
映
が
あ
り
、

入
学
時
の
学
外
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
懐
か
し
い
写
真
や
授
業
の
様

子
、
海
外
研
修
な
ど
の
多
く
の
行
事

の
映
像
が
流
れ
、
学
園
生
活
を
振
り

返
っ
た
。
最
後
に
短
大
幼
児
教
育
科

音
楽
コ
ー
ス
の
コ
ー
ラ
ス
隊
に
合
わ

せ
て
キ
ャ
ン
パ
ス
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ

『
夢
が
咲
く
木
』
を
全
員
で
斉
唱
し

閉
式
、
卒
業
生
ら
は
か
け
が
え
の
な

い
思
い
出
を
胸
に
新
た
な
道
へ
の
一

歩
を
踏
み
出
し
た
。

両
日
と
も
晴
天
に
恵
ま
れ
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
学
科
ご
と
に
記
念
撮
影
。
保

護
者
や
在
学
生
た
ち
が
見
守
り
、
先

輩
に
花
束
や
色
紙
を
渡
そ
う
と
ク
ラ

ブ
の
後
輩
た
ち
も
集
ま
っ
た
。

滝
井
高
校
の
卒
業
証
書
授
与
式
は

月

日
体
育
館
で
行
わ
れ
た
。
証

書
授
与
後
、
福
井
昭
典
校
長
は
「
自

立
し
た
女
性
と
し
て
こ
れ
か
ら
の
男

女
共
生
社
会
で
貢
献
で
き
る
十
分
な

基
礎
を
築
き
上
げ
て
、
卒
業
と
い
う

日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
自
ら
学
ぶ
態
度
を
保
ち
つ
づ
け
新

し
い
目
標
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
下

さ
い
」
と
学
校
長
と
し
て
最
後
の
挨

拶
を
述
べ
た
。
同
窓
会
代
表
花
束
贈

呈
の
あ
と
在
校
生
代
表
の
安
川
奈
美

さ
ん
が
、
思
い
出
を
語
る
と
と
も
に

先
輩
達
か
ら
学
ん
だ
多
く
の
事
を
思

い
起
し
送
辞
と
し
た
。
卒
業
生
代
表

の
池
内
真
梨
子
さ
ん
は
通
い
慣
れ
た

学
校
で
の
こ
と
を
振
り
返
り
な
が
ら

先
生
、
両
親
、
友
達
に
感
謝
の
思
い

を
述
べ
た
。
校
歌
斉
唱
の
あ
と
閉
式
。

大
和
田
高
校
の
卒
業
証
書
授
与
式

は

月

日
奥
田
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
た
。
学
校
長
式
辞
で
は

奥
田
三
郎
校
長
が
「
本
校
で
身
に
つ

け
た
『
基
礎
・
基
本
』『
自
信
』『
友

情
』
が
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
き
っ
と

役
立
つ
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
魅
力

あ
る
人
を
目
指
し
更
に
一
歩
を
踏
み

出
し
て
下
さ
い
」
と
期
待
と
励
ま
し

の
意
を
込
め
た
。
在
校
生
代
表
の
小

幡
桂
子
さ
ん
か
ら
言
葉
が
贈
ら
れ
た

後
、
卒
業
生
代
表
の
森
下
ま
ゆ
み
さ

ん
は
「
何
か
に
興
味
を
も
ち
、
熱
中

し
て
下
さ
い
。
こ
の
学
校
に
は
そ
れ

を
み
つ
け
る
チ
ャ
ン
ス
は
沢
山
あ
り

ま
す
。
そ
れ
を
つ
か
み
高
校
生
活
を

誰
の
た
め
で
も
な
く
自
分
の
た
め
に

大
切
に
使
っ
て
下
さ
い
」
と
数
々
の

思
い
出
が
交
差
す
る
の
だ
ろ
う
、
涙

が
あ
ふ
れ
声
も
途
切
れ
が
ち
に
な
っ

た
。大

和
田
中
学
校
の
卒
業
証
書
授
与

式
は

月

日
奥
田
メ
モ
リ
ア
ル

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
。
在
校
生
代
表

の
薮
内
美
樹
さ
ん
か
ら
は
な
む
け
の

言
葉
が
述
べ
ら
れ
た
後
、
卒
業
生
代

表
の
佐
古
谷
真
侑
さ
ん
は
「
大
和
田

で
出
会
っ
た

名
の
友
達
と
優
し
い

先
生
方
が
大
好
き
で
す
。
皆
と
作
っ

た
思
い
出
を
大
切
に
選
ん
だ
道
を

し
っ
か
り
歩
い
て
い
き
た
い
」
と
述

べ
た
。
寂
し
さ
を
秘
め
て
期
待
の
拍

手
で
送
り
だ
す
先
生
や
保
護
者
、
在

校
生
に
見
守
ら
れ
て
卒
業
し
た
。

大
和
田
幼
稚
園
で
も
、

月

日
、

奥
田
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
で
保
育
修

了
証
書
授
与
式
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
日
証
書
授
与
に
使
わ
れ
た
演

壇
は
保
護
者
か
ら
幼
稚
園
に
対
し
て

卒
園
記
念
品
と
し
て
贈
ら
れ
た
も
の

で
、
金
色
の
ス
ク
ー
ル
マ
ー
ク
が
入

れ
ら
れ
園
児
対
応
の
低
い
作
り
に

な
っ
た
も
の
。
園
児
た
ち
は
一
人
ず

つ
証
書
を
受
け
取
る
と
広
い
舞
台
の

真
ん
中
ま
で
歩
き
「
大
き
く
な
っ
た

ら
世
界
一
の
サ
ッ
カ
ー
選
手
に
な
り

た
い
で
す
」「
お
花
や
さ
ん
に
な
り

た
い
で
す
」「
パ
パ
の
お
嫁
さ
ん
に

な
り
た
い
で
す
」
な
ど
と
そ
れ
ぞ
れ

の
夢
を
堂
々
と
発
表
。
吉
備
千
枝
園

長
は
式
辞
で
「
幼
稚
園
で
身
に
つ
け

た
こ
と
、
一
生
懸
命
頑
張
っ
た
こ
と

を
思
い
出
し
て
、
大
輪
の
花
を
咲
か

せ
て
下
さ
い
」
と
述
べ
、
ま
た
大
学

の
協
力
を
得
て
平
成

年
度
に
英
語

教
育
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
育
と
い
う

新
し
い
試
み
を
始
め
た
こ
と
に
触
れ
、

「
心
配
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
で
は

美
し
い
発
音
で

の
歌
を
歌
い
、

マ
ウ
ス
を
自
由
自
在
に
操
っ
て
い
る

姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」
と
成

果
も
語
っ
た
。
ま
た
、
今
回
の
修
了

児
は
長
年
続
い
た
紺
色
の
制
服
の
最

後
の
園
児
で
も
あ
る
。
最
後
に
参
列

者
全
員
で
「
今
日
の
日
は
さ
よ
う
な

ら
」
を
斉
唱
し
幕
を
閉
じ
た
。

お
別
れ
会
で
ク
ッ
キ
ー

作
り
に
挑
戦

大
和
田
幼
稚
園

月

、

日
の

日
間
、
大
和

田
幼
稚
園
で
は
お
別
れ
会
で
ク
ッ

キ
ー
作
り
に
挑
戦
し
た
。

今
回
初
め
て
の
試
み
。
園
児
達
に

楽
し
い
思
い
出
を
た
く
さ
ん
作
っ
て

も
ら
う
た
め
年
長
組
の
園
児
・
保
護

者
を
対
象
に
お
別
れ
会
の
一
環
と
し

て
大
学
食
堂
で
行
わ
れ
た
。

親
子
料
理
教
室
は
地
域
な
ど
様
々

な
場
で
も
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

ク
ラ
ス
で
参
加
で
き
る
よ
う
な
も
の

は
少
い
た
め
、
短
期
大
学
部
家
政
科

の
サ
ポ
ー
ト
で
実
現
し
た
も
の
。
仕

込
み
や
レ
シ
ピ
作
り
な
ど
は
家
政
科

で
行
い
、
大
学
の
広
い
食
堂
の
一
角

を
使
い
、
両
日
と
も
約

組
の
親
子

が
ク
ッ
キ
ー
作
り
を
楽
し
ん
だ
。

を
も
ち
、
自
分
を
さ
ら
に
高
め
、
社

会
に
貢
献
す
る
人
に
育
っ
て
欲
し

い
」
と
卒
業
生
た
ち
を
激
励
し
た
。

続
い
て
卒
業
生
を
代
表
し
て
経
営

情
報
学
部
は
陳

皎
さ
ん
が
、
政
経

学
部
は
辻

祥
江
さ
ん
が
「
大
学
生

活
を
共
に
し
た
友
人
に
、
こ
の
大
学

に
感
謝
し
ま
す
」
と
心
の
こ
も
っ
た

答
辞
を
涙
を
浮
か
べ
つ
つ
述
べ
た
。

こ
の
あ
と
両
学
部
卒
業
生
か
ら
卒

業
記
念
品
と
し
て
テ
ン
ト

は
り
が

贈
ら
れ
、
学
歌
「
新
鮮
な
旅
人
」
を

斉
唱
し
て
閉
式
し
た
。
式
直
前
ま
で

雨
模
様
の
天
候
も
門
出
を
祝
う
か
の

よ
う
に
上
が
り
、
大
講
義
室
前
で
は

花
束
を
抱
え
た
後
輩
達
が
出
迎
え
た
。

ま
た
、

時
か
ら
は
大
阪
ヒ
ル
ト
ン

ホ
テ
ル
で
学
友
会
主
催
卒
業
記
念

パ
ー
テ
ィ
ー
が
行
わ
れ
、
学
生
・
教

職
員
一
緒
に
な
っ
て
盛
り
上
が
っ
た
。

終
了
後
も
卒
業
生
達
は
会
場
を
離
れ

ず
別
れ
を
惜
し
ん
で
い
た
。

女
子
大
の
卒
業
式
は

月

日
守

口
キ
ャ
ン
パ
ス
の
奥
田
メ
モ
リ
ア
ル

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
。
金
子
学
長
は

式
辞
で
、
世
界
情
勢
に
触
れ
て
「
従

来
か
ら
女
性
の
方
が
強
く
戦
争
や
差

別
に
反
対
し
て
き
て
お
り
、
今
ま
さ

に
、
日
本
も
世
界
も
女
性
の
活
躍
を

必
要
と
し
て
い
る
。
女
子
大
の
卒
業

生
と
い
う
誇
り
を
も
っ
て
、
企
業
、

地
域
、
家
庭
で
役
立
つ
人
間
に
な
っ

て
ほ
し
い
」
と
エ
ー
ル
を
お
く
っ
た
。

「
卒
業
生
の
こ
と
ば
」
と
し
て
代

表
の
社
会
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学

科
の
上
坂
佐
世
子
さ
ん
が
、
大
学
生

活
の
思
い
出
と
社
会
に
出
る
決
意
を

述
べ
た
。

ま
た
、
同
窓
会
で
あ
る
「
な
で
し

こ
の
会
」
山
崎
祐
子
会
長
が
「
み
な

さ
ん
が
母
校
や
同
窓
会
を
身
近
に
感

じ
る
の
は
何
年
も
先
だ
が
、
そ
の
時

に
は
同
窓
会
に
来
て
、
一
番
輝
い
て

い
た
時
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
楽

し
い
時
を
過
ご
し
て
ほ
し
い
」
と
呼

親子や友達同士で思い思いの形を作る園児たち

コ
チ
ン
、
ト
ン
、

コ
チ
ン
、
ト
ン
、

テ
ン
、
カ
ン

テ
ン
、
カ
ン

株
式
会
社
エ
フ
エ
ム
も
り
ぐ
ち

株
式
会
社
エ
フ
エ
ム
も
り
ぐ
ち

代
表
取
締
役
社
長

服
部

満
雄

代
表
取
締
役
社
長

服
部

満
雄
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月

日
、
読
売
新
聞
大
阪
本
社

主
催
の
「
大
学
関
西
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

第

回
懇
話
会
が
開
催
さ
れ
、
国
際

大
金
子
敦
郎
学
長
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と

し
て
、
大
学
改
革
に
つ
い
て
教
学
内

容
や
運
営
の
方
針
、
今
後
の
課
題
な

ど
に
つ
い
て
語
っ
た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム

は
ク
ラ
ブ
関
西
（
大
阪
市
北
区
）
で

行
わ
れ
、
近
畿
な
ど
の
国
公
私
立
大

学
の
学
長
や
理
事
長
ら
約

名

が
参
加
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
大
学
の
新
し

い
個
性
づ
く
り
」
と
し
、
ノ
ー
ベ
ル

物
理
学
賞
受
賞
者
・
芝
浦
工
業
大
学

学
長
で

世
紀

プ
ロ
グ
ラ
ム

委
員
会
委
員
長
で
も
あ
る
江
崎
玲
於

奈
氏
を
招
き
『
個
性
的
な
大
学
づ
く

り
』
と
題
し
た
基
調
講
演
が
行
わ
れ

た
後
、『
大
学
の
新
し
い
可
能
性
を

バ
ン
コ
ク
大
学
（
学
生
数
約

人
）
は
、

年
に
設

立
さ
れ
た
私
立
大
学
で
、
タ
イ
の
私

立
大
学
の
中
で
最
大
の
規
模
と
最
古

の
歴
史
を
誇
る
大
学
の
一
つ
で
あ
る
。

一
般
学
部
（
タ
イ
語
に
よ
る
講
義
）

学
部
と
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
カ

レ
ッ
ジ
（
英
語
に
よ
る
講
義
）
に

学
部
あ
り
、
社
会
学
、
自
然
科
学
、

人
文
学
、
お
よ
び
工
学
に
特
化
し
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
る
。

本
学
が
バ
ン
コ
ク
大
学
と
の
学
生

交
流
協
定
を
締
結
し
た
の
は
平
成

年
の
こ
と
で
あ
り
（
当
時
は
大
阪
国

際
女
子
大
学
）、日
本
で
は
道
都
大
学
、

関
西
外
国
語
大
学
に
続
い
て

番
目

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

ま
た
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
タ
イ

人
学
生
が
積
極
的
な
の
に
刺
激
を
受

け
た
」
と
感
想
を
述
べ
て
お
り
、
有

意
義
な
研
修
だ
っ
た
こ
と
が
う
か
が

え
る
。
今
年

月
に
予
定
し
て
い
た

同
キ
ャ
ン
プ
は
、
残
念
な
が
ら
英
米

に
よ
る
イ
ラ
ク
攻
撃
の
た
め
出
発
を

取
り
止
め
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
が
、

大
学
を
あ
げ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
推
進
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
今

後
世
界
情
勢
が
安
定
す
れ
ば
、

年

月
に
実
施
予
定
で
あ
る
。

な
お
、
同
協
定
に
よ
り
、
本
学
学

生
が
英
語
で
講
義
の
行
わ
れ
る
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
カ
レ
ッ
ジ
へ
半
期

間
、
ま
た
は

年
間
交
換
留
学
で
き

る
制
度
も
あ
り
、
英
語
力
に
自
信
の

あ
る
学
生
に
は
ぜ
ひ
こ
の
制
度
を
活

用
し
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
あ
る

（
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
カ
レ
ッ
ジ

の
学
部
は
、
会
計
学
部
、
経
営
学
部
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
、
人
文

学
部
）。

（
大
阪
国
際
大
学
・
大
阪
国
際
女
子

大
学
・
大
阪
国
際
大
学
短
期
大
学
部

国
際
交
流
課
課
長
代
理小

山
さ
ゆ
り
）

ス
ト
リ
ベ
ロ
賞
〕

赤
樫
理
恵
（
ス

ポ
行

）

小
坂
恵
里
（
ス
ポ
行

）

太
田
梨
恵
（
ス
ポ
行

）
以
上

〔

年
大
阪
府
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

選
抜
に
選
出
さ
れ
中
国
遠
征
（
親
善

交
流
）〕

奥
田
祥
子
（
ス
ポ
行

）

〔

年
度
関
西
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

秋
季

部
リ
ー
グ
ベ
ス
ト
プ
レ
イ

賞
〕

和
田
有
加
（
ス
ポ
行

）

〔

年
度
関
西
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

秋
季

部
リ
ー
グ
最
優
秀
打
撃
賞
〕

山
元

瞳
（
人
健

）〔

年
度

大
阪
府
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
抜
に

選
出
さ
れ
中
国
遠
征
に
参
加
。
西
日

本
大
学

学
連
選
抜
対
抗
戦
に
関
西

学
連
代
表
と
し
て
出
場
。

年
度
春

季
・
秋
季

部
リ
ー
グ
最
優
秀
選
手

賞
。
全
日
本
学
生
選
抜
東
西
対
抗
戦

に
選
出
さ
れ
出
場
〕
上
村
祐
子（
人

健

）〔

年
度
大
阪
府
学
生
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
選
抜
に
選
出
さ
れ
中
国
遠
征
。

西
日
本
大
学

学
連
選
抜
対
抗
戦
に

関
西
学
連
代
表
と
し
て
出
場
。

年

度
全
日
本
学
生
選
抜
東
西
対
抗
戦
に

選
出
さ
れ
出
場
〕
加
藤
み
の
り（
人

健

）〔

年
度
大
阪
府
学
生
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
選
抜
に
選
出
さ
れ
中
国
遠
征
。

西
日
本
大
学

学
連
選
抜
対
抗
戦
に

関
西
学
連
代
表
と
し
て
出
場
。

年

度
春
季

部
リ
ー
グ
セ
ッ
タ
ー
賞
〕

大
阪
国
際
大
学
短
期
大
学
部

七
蔵
司
綾
子
（
国
文

）〔
第

回

関
西
女
子
学
生
選
手
権
水
泳
競
技
大

会

部

平
泳
ぎ
優
勝
〕

松
村

歩
（
国
文

）〔

年
度
関

西
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
春
季
・
秋
季

部
リ
ー
グ
最
優
秀
投
手
賞
〕

佐
々
木
ア
リ
サ
（
幼
教

）〔

年

度
関
西
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
秋
季

部
リ
ー
グ
盗
塁
賞
〕

佐
々
木

梓

（
家
政

）〔

年
度

歳
以
下
女

子
ラ
ク
ロ
ス
日
本
代
表
候
補
選
手
に

選
出
〕

【
枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス
】

中
島
正
詞
（
法
政
経

）〔
第

回

関
西
学
生
選
手
権
水
泳
競
技
大
会

部

自
由
形
優
勝
、

自
由
形

位
入
賞
〕

川
瀬
友

樹
（
法
政
経

）〔
第

回
関
西
学

生
選
手
権
水
泳
競
技
大
会

部

背
泳
優
勝
、

背
泳

位
入
賞
〕
杉
本
勝
宏（
経
情

）〔
第

回
日
米
大
学
軟
式
野
球
国
際
大
会

全
日
本
選
抜
チ
ー
ム
に
選
出
さ
れ
米

遠
征
に
参
加
〕

池

香
菜
美

米
野
智
美

林

菜
穂
子

王

成
麗

黄

海
（
以

上
国
コ
ミ

）

藤
本
佳
七
子
（
人

健

）

大
阪
国
際
大
学
短
期
大
学
部

三
元
麻
莉

北
中
優
希
（
以
上
国
文

）

岩
元
由
貴

西
脇
昌
代

松

田
奈
央
子

田
中
裕
子

水
関
浩
子

谷
内
仁
美

山
本
珠
代

梶
原
布

季

毛
笠
美
帆
（
以
上
国
文

）

【
枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス
】

寺
田
竹
志
（
法
政
経

）

池
田
礼

人

中
村
太
士

竹
田
万
亀
夫

冨

田
拓
史

橋
本
宗
一
郎
（
以
上
経
情

）

大
庭
英
樹
（
法
政
経

）

春
尾
妙
子

奥
野
裕
子

武
一

愛

田
中
伸
明

東

啓
司
（
以
上
経

情

）

山
本

尚
（
法
政
経

）

蒔
本

肇

松
木
孝
仁

村
井
和

志

諏
訪
貴
彦

昇

葉
子

横
須

裕
介

朴

恩
恵
（
以
上
経
情

）

武
内
靖
之
（
政
経

）

初の家政科主催韓国食文化研修に参加しました。研修先は大

韓民国の釜山市にある東州大学という短期大学です。その内容

は、調理実習を中心に韓国の伝統料理を学び、キムチ学や韓国

の食文化の授業もありました。学外研修では、お寺の見学を通

して韓国の文化と歴史を学びました。そして、土曜日と日曜日

はホームスティでの、大変充実した時間を過ごしました。

出発する前には言葉の違いやホームスティなど不安も沢山有

りましたが、東州大学の学生達との学外研修などで、すぐに交

流が深まりました。心配していた言葉も、東州大学の学生が日

本語をとても熱心に勉強していて、日常会話には不自由があり

ませんでした。ホームスティでは、御家族の方が心からの歓迎

をしてくれました。海雲台というとてもきれいな海水浴場に連

れて行ってくれたり大型ショッピングセンタールネシテにも一

緒に行きました。そして、チマ・チョゴリも着せてもらいまし

た。

調理実習など全ての先生方が、とてもユニークでそのため楽

しい授業でした。この研修に参加し、異文化に触れて、普段考

えなかった事を思考し、又体験して、私達にとって掛け替えの

ない経験となりました。韓国で過ごした有意義な十五日間を大

切に今後の糧にしたいと思います。

（ 年 月 日 日、家政科韓国食文化研修で東州大学他へ

奥田政三基金により派遣）

留学 研修レポート留学 研修レポート

短大家政科
生活文化コース 回生 船田 倫代

韓国文化理解の研修に参加

私は 年 月に大阪国際大学経営情報学研究科に入学し

て、経営学を勉強しています。母国で文学部を卒業した私に

とって、経営学は結構難しいのです。

「なぜ経営を勉強しようと思ったのか」とよく聞かれます

が、多分自営業の父を手伝ううちに少しずつ経営に興味をもっ

ていたからです。

大学院は大学の授業と大きく違います。大学は先生が選んだ

テキストを使って読んでテストを受けて終わりますが、大学院

の場合は自分で研究したり、さまざまな本を読んだりしなけれ

ばなりません。今、私はセブンイレブンを通して、日本のコン

ビニエンスストアとタイのコンビニエンスストアについて研究

しています。その理由は、現在、コンビニエンスストアは私た

ちの日常生活において欠くことのできない存在となっているか

らです。

しかし私の場合は、やはり日本語が一番の大きな問題です。

全てのテキストは基本的に日本語で書かれているし、特に漢字

が大変難しく、漢字がないタイ語を使う私は、他の人より二倍

頑張らなければなりません。分からない時には先生や友達が教

えてくれるので大変感謝しています。

大学院修了後、タイで仕事をしたいと考えています。自分の

会社を作りたいという夢がありますが、経験がまだ足りないの

で、すぐできるわけではありません。まず国際貿易会社や日系

企業などで働いて充分経験を積んで、チャンスがあれば、自分

の会社を作りたいと考えています。

（タイ出身）

大阪国際大学大学院
経営情報学研究科 モープラシット スジャリー

経験積み
自分の会社作りたい

バンコク大学（タイ）バンコク大学（タイ）
本
学
と
着
実
に
学
生
交
流
の
実
績
を
残
す
バ
ン
コ
ク
大
学

ボランティアワークキャンプを実施

本学学生も村落で共同生活

提
携
校
紹
介

提
携
校
紹
介

《
大
阪
国
際
大
学
》

最
古
の
歴
史
と
最
大
規
模

タ
イ
の
村
落
で
、
村
人
の
た
め
の
施

設
建
設
や
地
域
住
民
を
対
象
と
す
る

生
活
開
発
研
修
会
（
基
本
的
公
衆
衛

生
や
地
域
保
全
に
つ
い
て
）
で
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
バ
ン
コ
ク
大
学

の
学
生
と
共
に
行
っ
て
い
る
。
昨
年

こ
の
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
た
学
生
は
、

「
バ
ン
コ
ク
大
学
の
学
生
と
共
同
作

業
を
進
め
て
い
く
う
ち
に
自
然
と
コ

の
提
携
校
と
な
っ
た
。
提
携
し
て
か

ら
ま
だ
日
が
浅
い
が
、
学
生
交
流
に

関
し
て
い
え
ば
、
短
期
間
に
着
実
に

実
績
を
残
し
て
い
る
。

バ
ン
コ
ク
大
学
か
ら
は
、

年
、

年
に
各

名
が
留
学
生
別
科
（

年
は
大
阪
国
際
女
子
大
学
外
国
人
特

別
科
目
等
履
修
生
）
に
半
期
間
在
籍

し
て
い
る
。
留
学
生
は
日
本
滞
在
中
、

大
学
近
辺
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
、

大
学
の
講
義
と
は
違
っ
た
角
度
か
ら

日
本
文
化
な
ど
の
理
解
を
深
め
る
機

会
も
与
え
ら
れ
て
い
る
。

一
方
、
本
学
か
ら
は
、
昨
年
度
は

じ
め
て
バ
ン
コ
ク
大
学
が
実
施
し
て

い
る
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ワ
ー
ク
キ
ャ

ン
プ
」
に
学
生

名
が
同
行
参
加
。

第

回
「
大
学
関
西
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
開
催

金
子
学
長
、パ
ネ
リ
ス
ト
で
参
加

目
指
し
て
』
と
題
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

パ
ネ
リ
ス
ト
に
は
金
子
学
長
の
他

に
江
崎
氏
、
長
尾

京
都
大
学
総

長
、
長
田
豊
臣
立
命
館
総
長
、
下
谷

昌
久
大
阪
工
業
会
産
業
政
策
委
員

長
・
オ
ー
ジ
ス
総
研
会
長
が
参
加
、

変
革
の
時
代
を
迎
え
た
そ
れ
ぞ
れ
の

大
学
の
熱
い
思
い
を
語
り
、
議
論
を

展
開
し
た
。

西
女
子
学
生
選
手
権
水
泳
競
技
大
会

女
子

部
に
お
い
て
準
優
勝
し

部

昇
格
〕

玉
置
聡
之
（
人
健

）〔
関

西
学
生
選
手
権
水
泳
競
技
大
会

部

背
泳

位
及
び

背
泳

位
入
賞
〕

大
阪
国
際
女
子
大
学

越
田
梨
愛
（
ス
ポ
行

）〔
水
球
女

子
日
本
代
表
ク
ラ
ス
候
補
選
手
に
選

出
〕

長
谷
川
早
希
（
ス
ポ
行

）

〔

年
度
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員

会
強
化
指
定
選
手
（
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ

ズ
ド
ス
イ
ミ
ン
グ
）
の
認
定
〕

槌

谷

優
（
ス
ポ
行

）〔

年
度
大

阪
府
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
抜
に
選

出
さ
れ
中
国
遠
征
。
西
日
本
大
学

学
連
選
抜
対
抗
戦
に
関
西
学
連
代
表

と
し
て
出
場
。
全
日
本
学
生
選
抜
東

西
対
抗
戦
に
選
出
、
サ
ー
ブ
賞
を
受

賞
。
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
競
技
会
選

抜
女
子
チ
ー
ム
候
補
選
手
に
選
出
〕

粂
田
奈
美
（
ス
ポ
行

）〔

年

度

歳
以
下
女
子
ラ
ク
ロ
ス
日
本
代

表
候
補
選
手
に
選
出
〕

田
村
恵
子

（
人
健

）

西
野
和
美（
ス
ポ
行

）

平
井
夏
海
（
ス
ポ
行

）

谷
口

敦
子
（
ス
ポ
行

）
以
上
〔

年
度

関
西
女
子
ラ
ク
ロ
ス
ユ
ー
ス
選
抜
選

手
に
選
出
〕

今
西
真
理
（
ス
ポ
行

）〔
第

回
世
界
バ
ト
ン
ト
ワ
リ

ン
グ
選
手
権
日
本
代
表
選
手
に
認
定
、

団
体
戦
準
優
勝
〕

富
岡
真
子
（
人

健

）〔

年
少
林
寺
拳
法
全
国
大

会
一
般
女
子
二
段
の
部
優
良
賞
（

位
）〕

上
田

玲
（
ス
ポ
行

）

〔

年
度
関
西
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

春
季

部
リ
ー
グ
ベ
ス
ト
プ
レ
イ
賞

及
び
秋
季

部
リ
ー
グ
最
優
秀
打
撃

賞
、
ホ
ー
ム
ラ
ン
賞
〕

戸
田
絵
美

（
ス
ポ
行

）〔

年
度
大
阪
府
学

生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
抜
に
選
出
さ
れ

中
国
遠
征
。
西
日
本
大
学

学
連
選

抜
対
抗
戦
に
関
西
学
連
代
表
と
し
て

出
場
。

年
度
春
季

部
リ
ー
グ
ベ

課
外
活
動
奨
励
者
表
彰
大学・短大

（
敬
称
略
）

【
守
口
キ
ャ
ン
パ
ス
】

国
際
大

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
〔

年
度
関
西
学

生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
秋
季

部
リ
ー
グ

優
勝
〕

女
子
水
泳
部
〔
第

回
関

資
格
取
得
に
よ
る
表
彰
（
敬
称
略
）

【
守
口
キ
ャ
ン
パ
ス
】

大
阪
国
際
大
学
・
大
阪
国
際
女
子
大
学

岡
崎
朱
里

西
尾
恵
永

林

理
香

幼
稚
園
絵
画
表
彰
（
敬
称
略
）

第

回
全
国
教
育
美
術
展

（
平
成

年

月

日
）

入
選
者

大
南
夏
海

杉
谷
拓
己

塚

絢
太
（
以
上
あ
や
め
組
）

伊
東
展
希

黒
田
凪
咲

堀
川
由
佳
（
以
上
ゆ
り
組
）

林

紗
也
子
（
す
み
れ
組
）

田
奈
々

（
ひ
ま
わ
り
組
）

第

回
全
大
阪
幼
少
年
美
術
展

（
平
成

年

月

日
）

入
選
者

乾

由
乃

開
田
健
太
郎

田

弘
龍
太
郎
（
以
上
す
み
れ
組
）

川
原
弘

暉

佐
藤
昇
平

谷
本

京

永
井
幸
宗

（
以
上
あ
や
め
組
）

増
本

輝
（
ゆ
り
組
）

佳
作
者

岩
本
佳
乃
（
ひ
ま
わ
り
組
）

赤
楚
浩
基

和
田
藍
里
（
以
上
す
み
れ
組
）

努
力
賞

安
達
侑
紀

久
保
美
翔

寺
西

聡
美

林

大
介

松
本
美
優
（
以
上
ひ

ま
わ
り
組
）

梶
原

塁

川

悠
平

本
田
七
海
（
以
上
す
み
れ
組
）

畦
原
研

史

大
石

竜

喜
多
彩
友
美

藤
重
諒

多
（
以
上
あ
や
め
組
）

加
賀
尾

僚

近
藤
一
輝

山
本

真
（
以
上
ゆ
り
組
）

学
級
部
門

指
導
努
力
賞

ゆ
り
組

名
、

指
導
者

澤
竹

恵

個
人
賞
入
選
作
品
は
前
期

月

日
か

ら

月

日
と
後
期

月

日
か
ら

日

に
分
け
て
ユ
ー
ス
・
ア
ー
ト
・
ギ
ャ
ラ

リ
ー
（
於

北
区
天
満
橋
）
に
て
展
示
さ

れ
た
。
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研研研研研研研研研研研
鑽鑽鑽鑽鑽鑽鑽鑽鑽鑽鑽
・・・・・・・・・・・
努努努努努努努努努努努
力力力力力力力力力力力
ののののののののののの
成成成成成成成成成成成
果果果果果果果果果果果
発発発発発発発発発発発
表表表表表表表表表表表

研
鑽
・
努
力
の
成
果
発
表

年
度

大
学
院
・
大
学
各
学
部
の
卒
業
研
究

シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
、
開

発
に
取
り
組
む
。

経
営
情
報
学
部
経
営
情
報
学
科

板
東
穂
高
（
下
條
善
史
ゼ
ミ
）

「
行
程
提
案
型
電
子
地
図
の
提
案
と

開
発
」

街
遊
び
が
好

き
と
い
う
板
東

さ
ん
。
印
刷
地

図
・
電
子
地
図

の
特
性
と
問
題
点
を
抽
出
し
、
ユ
ー

ザ
に
と
っ
て
よ
り
便
利
な
も
の
と
し

て
「
行
程
提
案
型
電
子
地
図
」
の
仕

組
み
を
考
え
た
。
店
や
遊
び
場
所
の

「
行
程
デ
ー
タ
」
を
地
図
情
報
と
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分

に
必
要
な
情
報
だ
け
を
地
図
上
に
表

示
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
、
情
報
は

ユ
ー
ザ
か
ら
集
め
る
。

「
も
と
も
と
の
発
想
は
デ
ー
ト
コ
ー

ス
を
作
っ
て
く
れ
な
い
か
な
、
と
い

う
こ
と
。
電
子
地
図
や
街
遊
び
の
サ

イ
ト
を
見
て
も
、
単
体
で
は
役
に
立

た
な
い
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
に
毎
回

自
分
で
考
え
る
よ
り
、
他
の
ユ
ー
ザ

と
も
情
報
交
換
し
た
い
。
女
の
子
と

歩
く
こ
と
を
考
え
、
な
る
べ
く
階
段

が
少
な
い
コ
ー
ス
、
雨
に
濡
れ
な
い

ル
ー
ト
、
と
か
。」

卒
業
後
は
国
際
大
大
学
院
に
進
み
、

実
用
化
に
向
け
て
取
り
組
む
。

政
経
学
部
政
経
学
科

関
本

隆
（
木
俣
由
美
ゼ
ミ
）

「
最
近
の
株
主
代
表
訴
訟
事
情

問

わ
れ
る
経
営
者
と
問
い
つ
め
る
株
主

の
熱
戦

」

研
究
の
き
っ

か
け
と
な
っ
た

の
は
、
大
和
銀

行
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
支
店
巨
額
損
失
事
件
。
世
間
を
騒

が
す
ぐ
ら
い
の
大
事
件
と
は
、
ど
ん

な
も
の
か
と
関
心
を
持
っ
た
の
だ
と

言
う
。

株
主
代
表
訴
訟
の
意
義
や
役
割
、

歴
史
を
研
究
、

年
の
商
法
改
正
以

降
、
続
発
す
る
株
主
代
表
訴
訟
に
つ

い
て
最
近
の
動
向
等
を
踏
ま
え
、
事

件
の
起
こ
っ
た
過
程
を
総
合
的
な
観

点
か
ら
考
察
し
た
。「
商
法
改
正
や

社
会
情
勢
の
変
化
な
ど
か
ら
株
主
代

表
訴
訟
は
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
株
主

か
ら
企
業
経
営
に
つ
い
て
取
締
役
が

追
及
さ
れ
る
の
は
『
経
営
に
対
す
る

あ
い
ま
い
さ
』
が
原
因
で
は
な
い
か
。

大
学
生
活
の
集
大
成
と
も
言
え
る

卒
業
研
究
が

年
度
も
大
学
院
各
研

究
科
、
大
学
各
学
部
学
科
で
提
出
さ

れ
た
。
発
表
会
は
国
際
大
情
報
系
が

月

日
に
、
女
子
大
人
間
科
学
部

人
間
健
康
科
学
科
・
社
会
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
が

月

日
に
、

同
学
部
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

学
科
・
ス
ポ
ー
ツ
行
動
学
科
が

日

に
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
、
こ
の
日
の
た

め
に
準
備
を
重
ね
て
き
た
学
生
ら
は
、

映
像
を
駆
使
し
な
が
ら
堂
々
と
成
果

を
発
表
し
た
。
数
多
い
力
作
の
中
か

ら
各
学
科
の
優
秀
作
を
紹
介
す
る
。

大
学
院
経
営
情
報
学
研
究
科
修
士
課
程

西
本
正
博（
指
導
教
員

古
殿
幸
雄
）

「
気
象
デ
ー
タ
を
用
い
る
需
要
予
測

フ
ァ
ジ
ィ
推
論
モ
デ
ル
の
構
築
に
関

す
る
研
究
」

「
実
は
勉
強

は
あ
ま
り
好
き

で
は
な
か
っ

た
」
と
い
う
西

本
さ
ん
。
だ
が
「
デ
ー
タ
を
扱
い
予

測
を
立
て
る
こ
と
は
好
き
で
、
特
に

フ
ァ
ジ
ィ
理
論
と
出
会
っ
て
か
ら
そ

の
面
白
さ
に
は
ま
り
ま
し
た
。」
学

部
時
代
か
ら
の
担
当
の
古
殿
助
教
授

の
す
す
め
も
あ
り
こ
の
テ
ー
マ
を
選

び
、
人
間
の
消
費
行
動
と
気
温
や
湿

度
等
の
気
象
デ
ー
タ
と
の
関
係
を
研

究
し
て
き
た
が
、
さ
ら
に
大
学
院
で

研
究
を
続
け
る
こ
と
に
し
た
と
の
こ

と
。今

回
は
あ
る
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ

ブ
の
日
々
の
売
上
高
や
来
客
数
な
ど

と
同
時
に
気
象
デ
ー
タ
、
特
に
従
来

の
研
究
で
は
扱
っ
て
い
な
い
日
照
時

間
も
調
査
対
象
と
し
、
こ
れ
ら
の
調

査
デ
ー
タ
に
分
散
分
析
を
適
用
す
る

こ
と
で
人
間
の
消
費
行
動
と
の
関
係

を
取
り
入
れ
た
フ
ァ
ジ
ィ
推
論
モ
デ

ル
の
構
築
を
研
究
。
そ
し
て
、
例
え

ば
、

日
の
気
温
の
差
が
あ
ま
り
無

く
、
日
照
時
間
が
短
い
と
き
は
、
来

客
数
が
と
て
も
少
な
い
な
ど
、
人
間

の
消
費
行
動
が
、
日
々
の
気
象
の
変

化
に
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
示

し
、
気
象
デ
ー
タ
か
ら
需
要
が
予
測

で
き
る
フ
ァ
ジ
ィ
推
論
モ
デ
ル
を
構

築
し
た
。
ま
た
、
回
帰
分
析
モ
デ
ル

と
比
較
し
フ
ァ
ジ
ィ
推
論
モ
デ
ル
の

方
が
精
度
が
高
い
結
果
が
得
ら
れ
る

と
の
結
論
を
導
き
出
し
た
。

今
後
は
シ
ス
テ
ム
関
連
の
会
社
で

会
社
の
良
し
悪
し
は
経
営
を
行
な
う

取
締
役
と
経
営
状
態
を
是
正
す
る
監

査
役
の
腕
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
す

べ
て
の
取
締
役
が
『
意
識
』
を
し
っ

か
り
持
っ
て
、
安
心
で
き
る
よ
う
な

企
業
経
営
体
系
を
築
い
て
ほ
し
い
」

と
述
べ
た
。

人
間
科
学
部
社
会
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
科

五
十
里
亜
律
子

（
石
井

滋
ゼ
ミ
）

「
親
お
よ
び
友
人
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

と
信
頼
関
係
が
社
会
的
ス
キ
ル
や
大

学
生
活
へ
の
適
応
に
及
ぼ
す
影
響
」

五
十
里
さ
ん

が
こ
の
テ
ー
マ

を
選
ん
だ
の
は
、

小
学
校
低
学
年

と

歳
の
い
と
こ
の
親
子
関
係
と
自

分
の
家
と
の
違
い
を
感
じ
、「
親
子

関
係
の
違
い
に
よ
っ
て
育
ち
方
や
性

格
が
違
っ
て
く
る
の
か
知
り
た
い
」

と
思
っ
た
の
が
き
っ
か
け
。「
で
も

そ
こ
か
ら
、
テ
ー
マ
を
絞
り
、
仮
説

を
た
て
る
の
が
一
番
大
変
で
し
た
。」

と
五
十
里
さ
ん
。「
ゼ
ミ
で
は
、
先

行
研
究
を
図
に
ま
と
め
る
、
と
い
う

作
業
を
し
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
自
分

は
ど
こ
を
主
に
調
べ
た
い
の
か
考
え

仮
説
を
立
て
テ
ー
マ
を
決
め
、
ま
た

そ
れ
を
図
に
ま
と
め
ま
し
た
。
た
い

へ
ん
で
し
た
が
、
い
い
経
験
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。」

先
行
研
究
で
あ
る
「
親
子
の
信
頼

関
係
と
学
校
適
応
」な
ど
に「
サ
ポ
ー

ト
」
や
「
社
会
的
ス
キ
ル
」
と
の
関

係
も
組
み
合
わ
せ
質
問
紙
を
作
成
、

本
学
学
生

名
に
調
査
を
実
施

し
検
証
し
た
。

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

坂
口
礼
香
（
山
本
和
子
ゼ
ミ
）

「
意
味
に
関
す
る
一
考
察

は
た
し

て
辞
書
的
意
味
は
す
べ
て
の「
意
味
」

を
表
し
て
い
る
の
か

」坂
口
さ
ん
は
、

言
葉
に
つ
い
て

日
頃
疑
問
に

思
っ
て
い
た
こ

と
を
ソ
シ
ュ
ー
ル
の
理
論
を
引
用
し

論
究
、「
意
味
と
は
」
と
い
う
抽
象

的
な
テ
ー
マ
に
挑
戦
し
、「
意
味
は

辞
書
的
意
味
だ
け
で
は
な
く
、
人
の

数
以
上
の
意
味
が
存
在
す
る
」
と
い

う
結
論
に
ま
と
め
た
。

大
学
で
言
語
学
な
ど
を
学
ぶ
う
ち

に
、
ソ
シ
ュ
ー
ル
の
言
葉
と
意
味
の

関
係
に
興
味
を
持
ち
始
め
た
。「
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
大
切
さ

が
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
意
味
の

取
り
違
い
に
よ
る
誤
解
も
多
い
と
思

う
。
こ
れ
か
ら
仕
事
を
す
る
上
で
も

関
わ
っ
て
く
る
こ
と
。
普
段
な
に
げ

な
く
獲
得
し
て
い
る
こ
と
だ
か
ら
原

理
を
知
ら
な
い
が
、
な
ぜ
誤
解
が
生

じ
る
の
か
知
っ
て
い
れ
ば
相
手
に
対

し
て
も
思
い
や
り
を
も
て
る
の
で

は
」
小
さ
な
メ
モ
を
持
ち
歩
き
、
電

車
の
中
な
ど
で
思
い
つ
い
た
ら
書
き

留
め
、
論
文
自
体
は
「
一
番
集
中
で

き
る
場
所
」
と
い
う
お
風
呂
の
中
で

書
き
上
げ
た
。
卒
業
後
は
プ
ロ
グ
ラ

マ
ー
の
世
界
へ
。「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

は
言
葉
の
意
味
を
ど
う
捉
え
る
か
と

い
う
こ
と
を
考
え
て
い
く
」
と
新
た

な
世
界
に
意
欲
的
だ
。

人
間
健
康
科
学
科

太
田
久
美
子

（
平
田
ま
り
ゼ
ミ
）

「
足
関
節
の
矯
正
に
伴
う
内
反
膝
・

外
反
膝
矯
正
の
可
能
性
」

「
祖
母
と
母
が

揃
っ
て
骨
粗
鬆

症
な
の
で
、
骨

の
研
究
は
入
学

当
時
か
ら
や
っ
て
み
た
か
っ
た
」
と

い
う
太
田
さ
ん
は
、
大
学
で
は
ア
ス

レ
テ
ィ
ッ
ク
ト
レ
ー
ナ
ー
部
に
所
属
、

枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス
の
軟
式
野
球
部
の

ト
レ
ー
ナ
ー
と
し
て
活
動
す
る
う
ち
、

怪
我
の
治
療
や
形
成
外
科
的
な
こ
と

に
興
味
を
持
ち
始
め
た
と
い
う
。

種
の
矯
正
方
法
を
用
い
、
内
反
膝
・

外
反
膝
で
あ
る
被
験
者
に
装
着
し
て
、

デ
ー
タ
を
集
め
た
。

「
効
果
が
高
く
て
も
不
快
感
や
痛
み

が
大
き
け
れ
ば
実
際
に
使
っ
て
も
ら

え
な
い
。
だ
か
ら
不
快
感
の
調
査
も

重
視
し
ま
し
た
。
慣
れ
な
い
機
械
を

使
っ
て
の
実
験
、
し
か
も
人
間
相
手

な
の
で
緊
張
し
ま
し
た
」
と
太
田
さ

ん
。「
ゼ
ミ
の
仲
間
が
い
つ
も
研
究

室
に
集
ま
り
が
ん
ば
っ
て
い
た
か
ら

私
も
が
ん
ば
れ
た
。
も
う
仲
間
と
集

ま
れ
な
く
な
る
と
思
う
と
寂
し
い
」

と
完
成
し
て
の
感
想
を
述
べ
た
。

ス
ポ
ー
ツ
行
動
学
科

吉
田
聡
子

（
湯
川
静
信
ゼ
ミ
）

「
身
体
障
害
者
の
ピ
ッ
チ
ン
グ
フ

ォ
ー
ム
に
つ
い
て
」

吉
田
さ
ん
は
、

肢
体
不
自
由
の

投
手
（
右
足
が

義
足
で
あ
る
左

投
げ
投
手
）
の
ピ
ッ
チ
ン
グ
フ
ォ
ー

ム
に
つ
い
て
の
動
作
分
析
に
挑
戦
、

ま
だ
ま
だ
進
ん
で
い
な
い
分
野
で
あ

る
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
研
究
に

基
礎
資
料
を
提
示
し
た
。「
中
学
か

ら
女
子
の
軟
式
野
球
チ
ー
ム
に
所
属

し
て
い
て
、
障
害
者
・
高
齢
者
・
女

性
そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ー
ム
が
集
ま
る
大

会
に
参
加
し
衝
撃
を
受
け
た
の
が
動

機
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
自
分
が

ピ
ッ
チ
ャ
ー
な
の
で
、
ピ
ッ
チ
ン
グ

資
格
取
得
者
（
敬
称
略
）

国
際
大
（
枚
方
）

学
内
試
験

（

年

月

日
実
施
）

人
中

点
以
上
は

人
。

点
以
上
は
次
の
通
り
。

国
コ
ミ

池

香
菜
美

林

菜
穂
子

経
情

横
須
裕
介

別
科

孫

麗

販
売
士

級
（

年

月

日
実
施
）

経
情

池
田
礼
人

中
村
太
士

竹

田
万
亀
夫

冨
田
拓
史

同

春
尾

妙
子

奥
野
裕
子

武
一

愛

同

蒔
本

肇

松
木
孝
仁

村
井
和
志

諏
訪
貴
彦

簿
記

級
（

年

月

日
実
施
）

院
生

柳

濤

同

級

（

年

月

日
実
施
）

経
情

加
藤
維
一

西
山
圭
子

野

間
哲
也

邱

月

同

白
山
伊
未

来

院
生

柳

濤

国
際
大
（
守
口
）
短
大
部

学
内
団
体
試
験

（

年

月

日
実
施
）

人
中

点
以
上
は

人
。

秘
書
技
能
検
定
準

級

（

年

月

日
実
施
）

大
学
人
健

門
元
美
暁

同

級

（

年

月

日
実
施
）

大
学
国
コ
ミ

渡
邊
志
乃

同
人

健

笹
岡
智
美

同
社
コ
ミ

入
口

愛

奥

朱
穂

藤
田
千
咲

短
大
部
家
政

澤
田
明
日
香

同

平
田
友
美

藤
本
知
子

同
国
文

小
原
か
お
り

佐
々
木
美
香

八
島

久
美
子

小
谷
優
果

佐
々
木
莉
紗

花
房
佑
三
子

濱
尾
美
登

逸
見
由
紀

宮

泉

浅
野
香
織

黒
沢
知
寿

西
村
真
衣

野
間
寛
子

吉
村
祥
子

中
西
千
晴

小
林
恭
子

川
野
孝
子

谷
頭
ゆ
か
り

日
本
語
能
力
試
験

級

（

年

月

日
実
施
）

大
学
国
コ
ミ

王

成
麗

黄

海

日
本
語
文
書
処
理
技
能
（
日
商
）

検
定

級
（

年

月

日
実
施
）

大
学
心
コ
ミ

池
部
通
孝

同
社
コ

ミ

野
村
典
子

同
国
コ
ミ

森

島
有
子

短
大
部
国
文

岩
元
由
貴

田
中
裕

子

西
脇
昌
代

松
田
奈
央
子

水
関

浩
子

谷
内
仁
美

山
本
珠
代

同

級

（

年

月

日
実
施
）

大
学
心
コ
ミ

濱
谷
彩
子

同
人
健

垣
内

渉

喜
田
知
之

同

武
内
淑
恵

同

杉
立
初
美

高
木

恵

森
田
景
子

同

松
原
利
恵

同
社
コ
ミ

前
田
玲
奈

同

仁

木
千
裕

西
井
千
晴

同
国
コ
ミ

大
庭
裕
加

神
農

茜

林

理
香

短
大
部
家
政

磯
村
加
奈
恵

同

一
和
里
佳

同
国
文

高
橋

恵

中
田
有
香

武
藤
加
奈

田
中
真
理

子

橋
本
尚
美

春
名
祐
子

溝
田
和

子

峯

麻
衣
子

詫
間
友
香
里

同

河
村
真
梨
子

毛
笠
美
帆

野
津

英
子

田
中
千
恵

初
級
シ
ス
テ
ム
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト

レ
ー
タ

（

年

月

日
実
施
）

大
学
社
コ
ミ

安
楽
美
江

同

崎
谷
砂
苗

短
大
部
国
文

三
元
麻
莉

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン

グ

級

（

年

月

日
実
施
）

短
大
部
国
文

毛
笠
美
帆

同

（

年

月

日
実
施
）

大
学
社
コ
ミ

安
楽
美
江

ピ
ア
ヘ
ル
パ
ー

（

年

月

日
実
施
）

短
大
部
家
政

名
（
日
本
教
育
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
協
会
認
定
資
格
。

年
度
よ
り

新
た
に
導
入
）

訪
問
介
護
員

級（

年

月
取
得
）

大
学
人
健

橋
爪
有
香

同

宮

本
靖
子

同

奥
野
三
喜
子

同

卒

濱
田
玲
子

短
大
部
家
政

勝
山
久
美
子

北
荒

井
愛
美

高
橋
真
由
美

谷
口
ゆ
か
り

鳥
居
明
子

西
野
由
記

船
田
倫
代

本
田
美
由
紀

正
岡
寿
子

村
山

愛

山
北
佳
子

荒
久
田
恵
子

同

卒

桑
原
早
起
子

小
松

舞

坂
本

絵
美

辻

朝
子

中
嶋
美
智
子

山

下
三
奈
美

山
田
愛
子

滝
井
高
校

英
検

級
（

年

月

日
実
施
）

年

石
田

智

清
村
益
美

富
岡

香
奈

同

（

年

月

日
実
施
）

年

川
口
麻
衣

谷
村
雅
子

橋
本

有
加

花
谷
奈
央
子

筧

智
栄
美

年

日
置
美
登
里

川
口
綾
子

土

井
千
佳

大
豆
村
奈
津
子

ワ
ー
プ
ロ
実
務
検
定

級

（

年

月

日
実
施
）

年

本
田
唯
華

高
岡
真
知
子

年

北
浦
加
奈
恵

青
木
麻
里
子

小
池
生
恵

松
下
奈
穂
子

第
新
絢
奈

矢
野
麻
美

中
島
佳
奈
絵

大
和
田
高
校

英
検

級
（

年

月

日
実
施
）

年

上
村
尚
代

樋
口

彩

福
岡

絵
理

牛
丸

彩

杉
尾
仁
彌

福
山

恭
未

池
島
麻
衣

石
田
志
保

石
飛

祐
子

今
中
美
恵
子

植
木
沙
織
里

宇
代
瑞
穂

川
崎
絢
子

川
本
由
貴
子

佐
藤
照
子

塩
見
玲
奈

下
田
裕
基

子

高
橋
有
紀
子

釣

宝
未

富
田

真
以

西
口
史
恵

橋
本

渚

初
田

有
加

浜
田

優

樋
口
友
美

松
尾

好
恵

三
宅
希
望

山
口
智
子

山
田

幸
枝

山
本
真
未

吉
富
覚
子

年

中
村

結

林

奈
緒

井
上

直
美

出
来
島
阿
悠

同

（

年

月

日
実
施
）

年

佐
々
木
愛

田
中
杏
奈

中
西

美
穂

水
嶋
美
和

上
田
真
梨
子

君

家
悦
子

四
之
宮
由
紀

那
須
友
陽
子

中
嶋
千
尋

年

宮
内
紗
希

島
野
裕
子

フ
ォ
ー
ム
の
動
作
分
析
は
元
々
興
味

の
あ
る
テ
ー
マ
で
し
た
。」
と
吉
田

さ
ん
。
協
力
者
の
ピ
ッ
チ
ン
グ

フ
ォ
ー
ム
を
ビ
デ
オ
に
撮
影
、
ス

テ
ィ
ッ
ク
ピ
ク
チ
ャ
ー
で
分
析
を

行
っ
た
。

野
球
を
自
ら
す
る
吉
田
さ
ん
だ
か

ら
こ
そ
で
き
た
分
析
、
今
後
の
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
研
究
に
と
っ
て
貴
重
な

一
歩
と
な
っ
た
。

著
者
徳
永

恂
先
生
は
、
長
年
に

わ
た
っ
て
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派
を

研
究
し
て
こ
ら
れ
た
第
一
人
者
で
あ

る
。
本
書
は
、
先
生
の
三
十
年
間
に

お
よ
ぶ
小
論
を
集
大
成
し
た
も
の
で

あ
り
、
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
ー
、
ア
ド
ル

ノ
、
フ
ロ
ム
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
、
ハ
バ
ー

マ
ス
の
精
神
的
軌
跡
が
鳥
瞰
的
に
配

列
さ
れ
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
は
、

著
者
の
関
心
や
思
い
入
れ
が
、
最
近

「
審
議
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
の
理
論

的
旗
手
と
し
て
世
界
的
注
目
を
浴
び

て
い
る

・
ハ
バ
ー
マ
ス
に
で
は
な

く
、
名
著
「
啓
蒙
の
弁
証
法
」
や
「
否

定
的
弁
証
法
」
の
著
者
で
近
代
や
近

代
的
な
理
性
に
対
し
て
ペ
シ
ミ
ス

テ
ィ
ッ
ク
な
ア
ド
ル
ノ
に
あ
る
こ
と

で
あ
る
。
し
か
し
著
者
は
、
ア
ド
ル

ノ
の
中
に
、
理
性
の
自
己
崩
壊
や
ペ

シ
ミ
ズ
ム
を
見
て
い
る
わ
け
で
は
な

新
刊

国
際
大
・
国
際
大
短
大
部

『
新
世
紀
の
宗
教

「
聖
な
る
も
の
」

の
現
代
的
諸
相
』
経
営
情
報
学
部
教
授

三
木

英

共
著
、
創
元
社

円
『
ベ
ー
シ
ッ
ク
ジ
ー
ニ
ア
ス

英
和
辞

典
』
経
営
情
報
学
部
助
教
授

畠
山
利
一

共
著
、
大
修
館
書
店

円

『
韓
国
の
働
く
女
性
た
ち
』
短
大
部
家

政
科
教
授

油
谷
純
子

共
著
、
東
方
出

版

円

『
現
代
経
営
学
講
座

企
業
の
戦
略
』

経
営
情
報
学
部
講
師

小
橋
麗
香

共
著
、

八
千
代
出
版

円

『
近
代
ド
イ
ツ

資
格
社
会
の
展
開
』

人
間
科
学
部
人
間
健
康
科
学
科
教
授

南

直
人

共
著
、
名
古
屋
大
学
出
版
会

円

『
ア
ド
ル
ノ

批
判
の
プ
リ
ズ
ム
』
法

政
経
学
部
教
授

徳
永

恂

編
著
、
平

凡
社

円

『
中
国
の
企
業
組
織
と
経
営
管
理
』
国

際
関
係
研
究
所
助
教
授

何

成
業

著
、

青
山
社

円

『
変
化
す
る
旅
行
ビ
ジ
ネ
ス
』
短
大
部

国
際
文
化
学
科
助
教
授

小
林
弘
二

編

著
、
文
理
閣
出
版

円

『
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
か
ら
大
学
教
授
に
な

る
！
方
法
』（
学
園
エ
ン
カ
レ
ッ
ジ
セ
ン

タ
ー

東
田
晋
三
助
教
授
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

掲
載
）
宝
島
社
新
書

円

大阪国際大学
法政経学部教授

徳永 恂著

BOOK

く
、
西
欧
的
な
伝
統
と
も
い
う
べ
き

強
靱
な
自
己
批
判
能
力
の
結
実
を
見

る
と
同
時
に
、ミ
メ
ー
シ
ス（

）、

つ
ま
り
自
然
と
文
明
の
和
解
の
可
能

性
を
見
て
い
る
。

ハ
バ
ー
マ
ス
や
ア
ド
ル
ノ
に
限
ら

ず
、本
著
に
は
歴
史
に
残
る
名
著「
自

由
か
ら
の
闘
争
」
を
書
い
た
フ
ロ
ム
、

学
生
運
動
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

た
マ
ル
ク
ー
ゼ
の
思
想
の
醍
醐
味
が

わ
か
り
や
す
く
展
開
さ
れ
て
お
り
、

さ
な
が
ら
フ
ラ
ン
ス
料
理
を
楽
し
む

が
ご
と
く
読
め
る
本
で
あ
る
。
な
お
、

著
者
は
本
著
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
編
著

と
し
て
「
ア
ド
ル
ノ
批
判
の
プ
リ
ズ

ム
」（

年
、
平
凡
社
）
を

刊
行
さ
れ
た
。
著
者
の
衰
え
を
知
ら

ぬ
学
問
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
圧
倒
さ
れ

る
思
い
で
あ
る
。

（
大
阪
国
際
大
学
法
政
経
学
部

教
授

古
賀
敬
太
）
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・

・
・
・
・
・ ・・・・・

・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト

学
派
の
展
開

世
紀
思
想
の
断
層

新
曜
社

円
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「

大
阪
国
際

女
子
マ
ラ
ソ
ン
」（

月

日
）
に
陸
上
競
技
部
か

ら
、
野
坂
絵
美
さ
ん
（
ス

ポ
行

）、
畠
中
美
佳
さ

ん
（
国
コ
ミ

）
が
出
場

し
共
に
完
走
を
果
た
し
た
。

年
連
続
の
出
場
そ
し
て

完
走
、
と
い
う
快
挙
に

人
は
「
よ
く
で
き
た
な
あ
、

と
思
い
ま
す
。
沿
道
に
散

ら
ば
っ
た
部
員
の
応
援
が
、

す
ご
い
力
に
な
っ
た
。

ゴ
ー
ル
で
み
ん
な
の
姿
を

見
た
時
は
泣
き
そ
う
に
な

り
ま
し
た
」
と
振
り
返
る
。

同
大
会
は
、
世
界
陸
上
の
代
表
選

考
会
も
兼
ね
、
一
流
招
待
選
手
が
多

く
出
場
。
標
準
記
録
を
ク
リ
ア
し
な

い
と
参
加
資
格
が
得
ら
れ
ず
、
ま
た

走
行
中
の
タ
イ
ム
制
限
も
厳
し
い
た

め
完
走
す
る
こ
と
自
体
が
並
々
な
ら

ぬ
こ
と
で
、

人
に
と
っ
て
も
意
義

あ
る
大
会
と
な
っ
た
。
今
回
の
記
録

は
野
坂
さ
ん
が

で

位
、
畠
中
さ
ん
が

で

位
。

人
と
も
父
母
が
長
距
離
ラ
ン

ナ
ー
で
「
走
る
こ
と
が
生
活
の
一
部

で
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
」。
中
学
か

ら
本
格
的
に
陸
上
を
始
め
、
大
学
で

出
会
っ
た

人
は
い
つ
も
一
緒
に
練

習
。「
部
の
練
習
の
な
い
日
も
、
淀

川
河
川
敷
な
ど

日

回
は
走
っ
て

ま
す
。

人
で
た
わ
い
な
い
話
を
し

た
り
、
外
の
空
気
を
肌
で
感
じ
な
が

ら
走
る
の
は
本
当
に
楽
し
い
！
」。

マ
ラ
ソ
ン
中
は
、
靴
ズ
レ
で
足
の
裏

に
い
つ
も
水
膨
れ
が
で
き
、「
カ
ー

ブ
が
痛
く
て
泣
き
な
が
ら
走
っ
た
こ

と
も
あ
る
」（
野
坂
）
と
言
う
が
、「
完

走
し
た
時
の
達
成
感
は
最
高
。
ま
た

走
り
た
い
、
と
思
う
ん
で
す
」
と
口

を
揃
え
る

人
だ
。

学園 大学 テレビ大阪『経済コロンブス』で紹介
女子大 人間科学部縄田ゼミの学生ショップ「多趣多彩」が「関西

テレビ」で紹介
大学 枚方 法政経学部主催特別講義がスタート
大学 枚方 宅地建物取引主任者 資格取得講座（夏期集中）
大学 守口 健管管理センター 平田まりセンター長、隅部敬子係員、

人健卒 山本祐子さん、全国大学保健管理研究集会優秀演
題賞受賞

大学 守口 人間科学部・幼児教育科の奥河 清非常勤講師がNHK衛
星放送BS 「元気一番健康道場」に生出演（ ）

短大 幼児教育科 朝倉 洋教授の「ルミエール音楽サロン」
vol の案内が広報かどまに掲載（ ・
・ ）

大学 女子大
短大

『大阪国際学園紹介ビデオ「探し物は何ですか」』が「NIME
STREAM」（http: www. nime tv）で放映（ ）

滝井高 国際交流講演会講師に上田敏博氏（NGO「ライブ・エン
ジアン」フィリピン駐在）を招く

滝井校 国際科設置初、長期留学（豪）へ 名の生徒が出発（内
名 、 名 予定）

大学 守口 守口市民まつり「留学生によるスピーチ」で留学生別科の
唐 斌さんが 守口市国際交流協会理事長賞を受賞

大学 枚方 枚方図書館講演会
大学 枚方 国際関係研究所教養講座
大学 枚方 奈良県高市郡明日香村の自治功労者表彰式で三木健二 国

際関係研究所客員教授に感謝状
大学 守口 女性問題学習講座「パソコン初心者倶楽部」（門真市主催）

で、心理コミの西岡敦子講師が講師
大和田高 渡辺多美子教諭に教育文化週間私学教育功労者表彰
大和田高 江頭マサエ教諭が題字制作のNHK大阪・金曜時代劇「は

んなり菊太郎」スタート
大学 枚方 国際関係研究所の三木健二客員研究員（客員教授）が、関

西文化学術研究都市 大学連携「市民公開講座」で講演
大学 枚方 経営情報学部 松田孝一教授が理事をつとめる「内陸アジ

ア史学会」が枚方キャンパスで開催
大学 枚方 漢字まつり（枚方市、枚方市教委主催）
学園 永年勤続表彰式、 名の教職員に表彰
大学 枚方 後期エンカレッジ講座、OBによるビジネス講座
大学 枚方 法政経学部の大矢吉之教授が、阪神奈大学・研究機関生涯

学習ネット「公開講座フェスタ 」で講演
滝井高 国際科 年生、初の英語合宿（ ）
大学 第 回フォーラム「人間科学を考える」、約 名が参加
大学 門真青年会議所のヒューマンアカデミー委員会グローバリ

ゼーション研修に留学生 名参加
女子大 足立万里香さん（スポ行 ）所属のシンクロチーム「アク

アドリーム」が毎日新聞に掲載
大学 守口 バレーボール部の山元 瞳さん（人健 ）が「全日本大学

女子選手権大会」ポスターモデルに
大学 大学受験料減免制度についての記事が毎日新聞夕刊に掲載
大学 毎日新聞大学フォーラム「 世紀の大学・大学院のあり方

を考える 講演とシンポジウム」に金子敦郎学長が出席
大学 守口 留学生、大久保中学校区ブロックの催しに派遣
大学 女子大
短大

教職員研修会、講師にアジア太平洋人権情報センター統括
研究員の前川 実氏を招く

大和田高 秋の人権週間生徒対象人権研修
滝井高 英・「The Changing Face Of: Japan」（ 発行）に澤

井絵里香さん（ ）小川とこわさん（ 期生）が登場
大学 女子大
短大

関西秋季リーグ戦優勝のバレーボール部 「バレーボール
マガジン 月号」に掲載

滝井高 人権教育講演会
大学 国際大「中央公論」に記事広告掲載
大和田中 第 回北河内地区中学校連合音楽会
大学 枚方 「イージス艦派遣問題」で法政経学部 大矢吉之教授のコ

メントが毎日新聞に掲載
大学 枚方 学友会主催、イルミネーションライトアップセレモニー
大和田高 高 男子VS職員チーム ソフトボール大会
大学 枚方 読売新聞の「和歌山毒物カレー事件判決・緊急座談会」で

法政経学部の井戸田 侃教授が議論
大学 現代教養教育センター講演会
女子大 帝国女子大学家政学部昭和 年卒業の小谷真由美さん、株

式会社ユーシン精機（本社 京都市）の社長に就任
短大 幼児教育科、第 回音楽コース演奏会
短大 幼児教育科 回生対象（音楽コースを除く）「実技発表会」
大学 守口 KBS京都、サンテレビ「らぶかん」に国際コミ 高橋尚美

非常勤講師出演。『ふろしきに包もう』
年（平成 年）
滝井高 春の高校バレー府大会メンバー、才崎哲次監督のコメント

とともに産経新聞掲載
滝井高 選抜カルタ会、 位に 年生の今森 瞳さん
大学 枚方 現代教養教育センター主催「教養教育を考える会」
女子大 “女子大生によるジェンダー調査”社コミ 宮本二美生助

教授ゼミ、読売新聞に掲載

大和田高 春の高校バレー府大会メンバー、木村正章監督のコメント
とともに産経新聞掲載

大学 守口 『多趣多彩』、朝日放送“ホップ・ステップ・シャンプー”
で紹介

学園 評議員 森 勇蔵氏の研究成果が朝日新聞に掲載
大学 枚方 現代教養教育センター主催講演会
大和田中 カルタ会
大学 守口 高梁市青年経済協議会「産学連携フォーラム」で、心理コ

ミ 縄田文子教授がパネラー
大和田高 カルタ会、優勝は三本木早苗さん、準優勝は中原綾香さん

ともに 年生
滝井高 「国際理解・国際協力のための高校生のスピーチコンテス

ト」で花谷奈央子さん（ ）が最終審査に出場
大学 枚方 小学校での留学生交流会（中宮北小 名・中宮小 名）
大和田高 英語暗唱大会でスピーチの部で久保智子さん 、暗唱の部

で宮浦紗江香さん が 位
女子大 『多趣多彩』朝日新聞に掲載
大学 枚方 「深夜のキャンパスライフOIU ac jp」（FMひらかた）に

奥田吾朗理事長、エンカレッジセンター東田晋三講師出演
大和田中 バレー部チーム紹介、木村正章監督のコメントとともに「バ

レーボールマガジン 月号」に掲載
短大 広報かどまに、幼児教育科の杉本佳隆教授が講師をつとめ

る家庭教育学級「命を育て、心を育てる」の案内掲載（ ）
大学 守口 『多趣多彩』に地域振興セミナー（日本商工会議所主催）

の参加者約 名来訪
短大 第 回音楽コース卒業演奏会
大学 後期入学留学生別科修了式・単位認定書授与式、修了パー

ティー
短大 幼児教育科 中川保子助教授 企画・出演の『林光の歌が

いっぱい第 弾』「うたごえマリンバとであう」開催
滝井高 卒業生の南田留美さん（ リーグ「KUROBEアクアフェ

アリーズ」所属）が、読売新聞夕刊に掲載
大学 守口 スポ行 回生対象にスキー実習
大学 守口 レジャースポーツ基礎 、北志賀高井富士スキー場で実施

（ ）
大和田高 第 回コーラス大会
大学 枚方 毎日新聞夕刊「京都府警九条署の保護男性死亡事件」の記

事に法政経学部の井戸田 侃教授がコメント
大学 守口 国際コミ 別役恭子教授の講演会（服飾研究会主催）
大和田高 関西有名私立大学（甲南大学、関西大学、龍谷大学）高校

別合格者ベスト にランキング（ ）
大学 守口 レジャースポーツ基礎 、北海道トマムスキー場で実施（

）
大学 守口 語学教育センター主催「Teachers Seminar」
大和田高 峰松茂美非常勤講師の釣り授業、公開授業実施
大学 守口 学友会スキー・スノーボード講習会（ ）
女子大 エフエム東京『モーニング・フリーウェイ』に「多趣多彩」

の広報担当瀬川めぐみさん（社コミ ）出演
女子大 短大 高等教育開発推進センター主催情報交換会
滝井高 卒業生の糸数智子さん、読売新聞夕刊「きらり＠work」

に掲載
大学 枚方 学長室主催講演会「エンカレッジ教育とその教授法」
女子大 長岡香里さん（人健 ）朝日PR版「あいあいAI京都」掲載
大学 枚方 国際関係研究所講演会
大学 枚方 読売新聞夕刊「アジ化ナトリウム混入事件、無罪判決」で

法政経学部の井戸田 侃教授がコメント
滝井高 年生保護者対象 進路説明会
滝井高 塀沿いが花鉢で飾りつけられ、「女神の花通り」と命名
女子大 国コミ 喜谷美宣教授が寝屋川市歴史シンポジウムで総括
滝井高 府私学教育情報化研究会ロゴ、佳作に柴草みずきさん、高

野 彩さん、南原優美さん、松原綾子さん（以上 ）
滝井高 人権教育職員研修会
女子大 吉備国際大学と学生ショップ「多趣多彩」で交流
大学 枚方 日本経済新聞夕刊「ロス銃撃事件、三浦元社長無罪判決」

で法政経学部の井戸田 侃教授がコメント
女子大 短大 学長室・高等教育開発推進センター主催による講演会
滝井高 春高バレーメンバーが守口市役所を表敬訪問（ ）、産経

新聞に記事掲載
女子大 「多趣多彩」のリニューアル準備風景がNHK大阪生中継
大学 「学長室だより」のホームページ開設 http: www oiu

ac jp rebir th top html
大学 枚方 国際関係研究所主催国際市民シンポジウム
大和田高 第 回ダンス発表会
滝井高 春の高校バレー開幕、主将宮本小百合さんのコメントとと

もに産経新聞掲載
大和田中 バレーボール部、第 回近畿中学生バレーボール選抜優勝

大会の組み合わせ決まる
学園 女子大 平成 年度非常勤講師と教員懇談会
大和田高 年生英数コース学習合宿（ ）
女子大 「多趣多彩」、朝日放送「きらっと」で紹介

大
阪
国
際
女
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マ
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ン
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マ
ラ
ソ
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さ
ん
、
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中
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ん
完
走

野
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さ
ん
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さ
ん
完
走

人
は

月
で
同
部
を
引
退
、
卒

業
し
た
が
、「
社
会
人
に
な
る
と
時

間
が
と
り
に
く
い
と
思
う
け
ど
、
い

つ
か
は

キ
ロ
に
挑
戦
し
た

い
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畠
中
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軟
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部
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（
人
健

）

ス
キ
ー
部

・

国
体
冬
季
（
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト

ス
ラ

ム
）〔
鳥
取
〕
出
場

山
本
泰

代
（
ス
ポ
行

）

水
泳
部

〔
男
子
〕

・

関
西
学
生
選
手
権

部

自
由
形
優
勝
・

自
由

形

位

中
島
正
詞
（
法
政
経

）、

部

背
泳
優
勝
・

背
泳

位

川
瀬
友
樹
（
法
政
経

）、

部

背
泳

位
・

背
泳

位

玉
置
聡
之
（
人
健

）

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

〔
女
子
〕

・

全
日
本
学
生
選
抜
西
軍
女
子

チ
ー
ム
選
抜
選
手

山
元

瞳

上
村

祐
子
（
以
上
人
健

）

槌
谷

優
（
ス

ポ
行

）、
個
人
賞

サ
ー
ブ
賞

槌

谷

優
（
ス
ポ
行

）

・

全
日
本
大
学
女
子
選
手
権
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
ベ
ス
ト

・

府
学
生
連
盟
創
立

周
年
記

念
上
海
遠
征
女
子
選
抜
チ
ー
ム

監
督

今
川

功
、
選
手

山
元

瞳

上
村

祐
子

加
藤
み
の
り
（
以
上
人
健

）

赤
樫
理
恵

小
坂
恵
里

戸
田
絵
美

（
以
上
ス
ポ
行

）

槌
谷

優
（
ス

ポ
行

）、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

太
田
梨

恵
（
ス
ポ
行

）

テ
ニ
ス
部

・

全
日
本
学
生
室
内
選
手
権
女

子
ダ
ブ
ル
ス

仲
地
祐
奈（
ス
ポ
行

）

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

〔
女
子
〕

・

関
西
学
生
秋
季
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
大
会
（

部

位
以
下
）
優
勝

ラ
ク
ロ
ス
部

〔
女
子
〕

・

第

回
関
西
学
生

部
リ
ー

グ

位

滝
井
高
校

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

・

近
畿
私
立
高
校
選
手
権

優

勝
・

全
国
私
立
高
校
男
女
選
手
権

ベ
ス
ト

・

大
阪
高
校
新
人
大
会
兼
全
国

高
校
選
抜
優
勝
大
会

優
勝

・

全
国
高
校
選
抜
優
勝
大
会

（
春
の
高
校
バ
レ
ー
）
ベ
ス
ト

吹
奏
楽
部

・

ブ
ラ
ス
エ
キ
ス
ポ
参
加

・

府
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
北
地

区
大
会

銅
賞

・

咲
く
や
こ
の
花
館
ト
ワ
イ
ラ

イ
ト
コ
ン
サ
ー
ト

・

大
阪
拘
置
所
祭
慰
問

・

府
マ
ー
チ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル

金
賞

・

守
口
市
防
犯
パ
レ
ー
ド

・

近
畿
総
合
文
化
祭

・

府
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス

ト

銀
賞
、
な
ん
ば
ウ
ォ
ー
ク
ク
リ
ス

マ
ス
パ
レ
ー
ド

・

守
口
市
ハ
ロ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル

・

ニ
ュ
ー
サ
ウ
ン
ド
コ
ン
サ
ー

ト
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

・

大
阪
高
校
選
手
権

ベ
ス
ト

、
ダ
ブ
ル
ス

部

佐
藤
麻
美
子
・

麻
畠
祐
希
組
（
以
上

）

大
和
田
高
校

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

・

近
畿
高
校
選
抜
イ
ン
ド
ア
大

会
（
兼
）
全
日
本
高
校
団
体
選
抜
大
会

近
畿
予
選

個
人
戦

宮
端
佳
奈
恵

幸
崎
由
美
（
以
上

）

回
戦
敗
退

吹
奏
楽
部

・

府
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス

ト

金
管

重
奏

銀
賞

・

地
域
別
文
化
祭

第

ブ

ロ
ッ
ク
音
楽
祭

出
演

剣
道
部

・

個
人
戦

青
木
千
恵

坂
東

康
子
（
以
上

）
府
新
人
大
会
及
び
近

畿
高
校
大
会
府
予
選
出
場

・

全
国
高
校
交
歓
大
会

勝

負

・

近
畿
高
校
大
会

ベ
ス
ト

大
和
田
中
学

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

・

北
河
内
新
人
大
会

優
勝

・

大
阪
中
学
校
秋
季
総
合
体
育

大
会

位

・

全
国
都
道
府
県
対
抗
中
学
大

会
大
阪
代
表
選
手

三
木
誠
子

水
口

亜
由
美
（
以
上

）

・

大
阪
中
学
生
新
人
大
会

ベ

ス
ト

課
外
活
動

国
際
大
・
女
子
大
・
短
大

・

平
成

年
度
日
本
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
委
員
会
強
化
指
定
選
手
認
定

長
谷
川
早
希
（
ス
ポ
行

）

・

平
成

年
度
公
式
水
泳
競
技

会

優
秀
選
手
賞

長
谷
川
早
希
（
ス

ポ
行

）

・

水
球
女
子
日
本
代
表
ク
ラ
ス

候
補
選
手
強
化
合
宿
参
加
選
手

越
田

梨
愛
（
ス
ポ
行

）

・

年
度
シ
ン
ク
ロ
・

全
国
選
抜
中
央
合
宿
（
シ
ニ
ア
）
参
加

選
手

長
谷
川
早
希
（
ス
ポ
行

）

滝
井
高
校

・

第
一
回
同
志
社
女
子
大
学

「

百
人
一
首
」
短
歌
コ
ン

ク
ー
ル
学
校
賞
受
賞
、
英
語
短
歌
入
選

神
野
あ
や
（

）

・

第

回
全
国
書
ぞ
め
作
品
展

覧
会

団
体
賞

府
知
事
賞
、
個
人
賞

守
口
市
市
長
賞

小
森
千
加
、
守
口
市

議
会
議
長
賞

内
田
貴
和
子
、
審
査
委

員
長
賞

天
本
真
美
、
全
日
本
青
少
年

書
道
振
興
協
会
賞

湖
山
明
日
香
（
以

上

）

・

第

回
文
部
科
学
省
認
定
硬

筆
書
写
検
定
試
験

優
秀
賞

松
田
千

絵
（

）

大
和
田
中
学
・
高
校

書
道
受
講
者
及
び
書
道
部

・

全
国
硬
筆
展
覧
会

学
校
賞

準
優
勝
、
個
人
賞

守
口
市
長
賞

西

分
理
絵
（

）、
書
道
栄
誉
賞

田
中

千
晴
（

）、
日
本
書
道
教
育
連
盟
賞

小
林
佳
穂
理
（

）

村
上

結
（

）、

府

会
長
賞

龍
嶋
千
幸
（

）、

日
本
書
道
芸
術
賞

尾
崎
正
子
（

）、

協
議
会
賞

安
藤
星
子
（

）、

全
日
本
青
少
年
書
道
振
興
協
会
賞

岡

田
亜
弓
（

）

・

全
国
書
そ
め
展

学
校
賞

高
校
の
部

大
阪
商
工
会
議
所
会
頭
賞
、

中
学
の
部

府
教
育
委
員
会
賞
、
個
人

賞

高
校
の
部

文
部
科
学
大
臣
賞

田
中
千
晴
（

）、
守
口
市
長
賞

西

分
理
絵
（

）、
府

協
議
会
賞

小
林
佳
穂
理
（

）、
全
日
本
芸
術
振

興
学
会
賞

勝
田
周
子
（

）、
日
本

書
道
芸
術
連
盟
協
議
会
賞

藤
澤
美
紀

（

）、
日
本
書
道
教
育
連
盟
賞

高

屋
志
乃
（

）、
全
日
本
青
少
年
書
道

振
興
協
会
賞

村
上

結
（

）、

中
学
の
部

府
議
会
議
長
賞

吉
田
み

な
み
（

）、
守
口
市
議
会
議
長
賞

前
田
祐
貴
（

）、
日
本
書
道
芸
術
連

（
敬
称
略
）

ク
ラ
ブ
活
動

ク
ラ
ブ
活
動

盟
協
議
会
賞

岡
田
真
衣
（

）、
日

本
書
道
教
育
連
盟
賞

脇
田
さ
や
か

（

）、
全
日
本
青
少
年
書
道
振
興
協

会
賞

土
居
美
由
貴
（

）、
大
阪
市

協
議
会
賞

守
屋
厚
志
（

）

寒
風
の
中
、
餅
つ
き
大
会

学
友
会
、
枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス
で

学
友
会
主
催
に
よ
る
餅
つ
き
大
会

が
初
の
冬
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

年

月

日
枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス

号
館

前
広
場
で
行
わ
れ
た
。

今
年
の
学
友
会
の
合
言
葉
で
あ
る

「

」
の

第
四
弾
企
画
。
今
回
は
寒
く
な
る
こ

の
季
節
に
、
大
学
全
体
が
心
も
体
も

温
か
に
な
り
皆
で
楽
し
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
お
り
、
第
一
弾
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ

ガ
ン
バ
レ
日
本

（
日

本
戦
応
援
企
画
）、
第
二
弾
か
き
氷

大
会
、
第
三
弾
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
セ
レ
モ
ニ
ー
に
続
く
。

食
べ
る
だ
け
で
な
く
写
真
を
撮
っ

た
り
、
飛
び
入
り
で
餅
を
つ
く
学
生

の
姿
も
見
ら
れ
杵
や
臼
に
興
味
津
々
。

「
つ
き
た
て
の
お
餅
っ
て
や
っ
ぱ
り

美
味
し
い
！
幸
せ

」
と
感
嘆
の
声

を
あ
げ
る
学
生
達
。
当
日
は
凍
て
つ

く
寒
さ
に
も
関
わ
ら
ず
大
好
評
で
、

広
場
は
沢
山
の
人
だ
か
り
で
賑
っ
た
。

神
野
さ
ん
英
語
短
歌
入
選

滝
井
高
、
学
校
賞
も
受
賞第

一
回

同
志
社
女

子
大
学

「

百
人
一
首
」
短
歌
コ
ン
ク
ー
ル

で
神
野
あ
や
さ
ん
（
滝
井
高
校

）
の
英
語
短
歌
が
入
選
し
た
。

オ
ー
ラ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
授
業
の
成
果
を
応
募
、
国
内
外
の

高
校
生
か
ら
集
ま
っ
た
総
数

首
の
中
か
ら

首
に
選
ば
れ

た
。入

選
作
は

「

」

ま
た
、
滝
井
高
校
は
、
英
語
短
歌

名
（

年
）
の
他
、
日
本
語
の
短

歌
も

名
（

年
）
が
応
募
し
、
同

コ
ン
ク
ー
ル
の
学
校
賞
も
受
賞
し

た
。

英語で書かれた
賞状を手にした
神野さん



第35号GLOBAL MIND（学報）（6） 平成15年（2003年）5月31日（土曜日）

年
度
の
公
募
推
薦
入
学
選
考
に

お
い
て
は
、
志
願
者
数
が
前
年
度
対

比
が
大
学
経
営
情
報
学
部
で
は

％
ア
ッ
プ
、
法
政
経
学
部
で

は

％
ア
ッ
プ
、
人
間
科
学
部

で
は

％
ア
ッ
プ
、
短
大
で
は

％
ア
ッ
プ
と
そ
れ
ぞ
れ
前
年

度
実
績
を
上
回
っ
た
。
特
に
推
薦
は

本
学
へ
の
入
学
意
欲
が
高
く
年
内
に

進
学
決
定
を
考
え
て
い
る
受
験
生
で

あ
り
、
年
々
厳
し
く
な
る
入
試
状
況

に
あ
っ
て
は
高
く
評
価
で
き
る
も
の

で
あ
っ
た
。

大
学
そ
の
も
の
の
人
気
の
バ
ロ
メ

ー
タ
ー
と
な
る
一
般
入
試
に
つ
い
て

は
、
前
年
度
な
み
を
維
持
で
き
れ
ば

と
の
期
待
に
対
し
て
、
経
営
情
報
学

部
で
は

％
ア
ッ
プ
、
法
政
経
学

部
で
は

％
ア
ッ
プ
と
な
り
、
人

間
科
学
部
で
は

％
ア
ッ
プ
、
短

大
で
は

％
ア
ッ
プ
と
大
幅
な
志

願
者
増
と
な
り
、
入
試
関
係
者
一
同
、

安
堵
す
る
と
と
も
に
入
試
業
務
に
ご

協
力
い
た
だ
い
た
教
職
員
の
皆
様
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

志
願
者
増
員
の
要
因
と
し
て
は
、

大
学
の
統
合
に
よ
る

学
部
体
制
の

認
知
度
の
向
上
、
本
学
へ
の
入
学
意

欲
の
高
い
受
験
生
に
よ
る
複
数
受
験
、

人
間
科
学
部
の
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー

試
験
利
用
選
考
の
導
入
、
短
大
で
は

就
職
に
密
接
し
た
学
科
構
成
な
ど
が

で
も
多
く
確
保
す
る
た
め
、
全
教
職

員
あ
げ
て
の
支
援
体
制
の
も
と
最
善

の
募
集
活
動
に
尽
力
す
る
決
意
を
新

た
に
し
て
い
ま
す
。

（
入
試
・
広
報
部
長

藤
江
宗
一
）

大
阪
国
際
滝
井
高
等
学
校

専 願 併 願

受験者数 合格者数 受験者数 合格者数

普
通
科

次 （ ） （ ） （ ） （ ）

次 （ ） （ ） （ ） （ ）

次 （ ） （ ） ─── ───
国
際
科

次 （ ） （ ） （ ） （ ）

次 ─── ─── （ ） （ ）

合 計 （ ） （ ） （ ） （ ）

回し合格者含む （ ）は前年度

大
阪
国
際
滝
井
高
等
学
校

大
阪
国
際
大
和
田
高
等
学
校

普 通 科
専 願 併 願

受験者数 合格者数 受験者数 合格者数

英 数 （ ） （ ） （ ） （ ）

国 際 ・ 教 養 （ ） （ ） （ ） （ ）

次 （ ） （ ） （ ） （ ）

合 計 （ ） （ ） （ ） （ ）

回し合格者含む （ ）は前年度

大
阪
国
際
大
和
田
高
等
学
校

大
阪
国
際

大
和
田
中
学
校

受験者数 合格者数

次 （ ） （ ）

次 （ ） （ ）

合 計 （ ） （ ）

（ ）は前年度

大
阪
国
際

大
和
田
中
学
校

DATA 平成 年度 入試結果DATA 平成 年度 入試結果

大
阪
国
際
大
学

志 願 者 数 合 格 者 数

経 営 情 報 学 部

法 政 経 学 部

人 間 科 学 部

志望者には第 志望の合格者を含む

大
阪
国
際
大
学

大
阪
国
際
大
学

短
期
大
学
部

志 願 者 数 合 格 者 数

全 学 科

志望者には第 志望等の合格者を含む

大
阪
国
際
大
学

短
期
大
学
部

大
阪
国
際
大
学
大
学
院

志 願 者 数 合 格 者 数

大
学
院

修
士
課
程

経営情報学研究科

総合社会科学研究科

大学院博士（後期）課程

大
阪
国
際
大
学
大
学
院

大
学
統
合
の
認
知
度
向
上

セ
ン
タ
ー
試
験
も
寄
与
、
本
学
志
向
の
学
生
集
め
る

公
募
推
薦
、一
般
と
も
前
年
比
ア
ッ
プ

公
募
推
薦
、一
般
と
も
前
年
比
ア
ッ
プ

年
度

入

試
年
度

入

試

考
え
ら
れ
ま
す
。
加
え
て
、
大
学
の

み
で
は
あ
り
ま
す
が
一
般

方
式
、

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
選
考

期
で
の
合
格
者
に
は
、
他
大
学
を

第

志
望
と
す
る
場
合
、
そ
の
大
学

の
合
否
が
判
明
す
る
ま
で
入
学
金
納

入
を
猶
予
す
る
入
学
金
後
納
制
度
も
、

不
況
の
中
で
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い

る
こ
と
も
要
因
の
一
つ
に
上
げ
ら
れ

ま
す
。

し
か
し
、
減
少
続
け
る

歳
人
口
、

混
沌
と
す
る
社
会
情
勢
な
ど
、
本
学

を
取
り
巻
く
状
況
は
決
し
て
良
い
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
平
成

年

度
募
集
に
あ
り
ま
し
て
も
本
学
に
入

学
し
た
い
と
い
う
受
験
生
を
ひ
と
り

進
学
実
績
が
有
力
材
料

魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り

大
阪
国
際
大
和
田
高
校

少
子
化
の
進
行
は
、
ま
す
ま
す
そ

の
感
を
つ
よ
め
、
各
校
と
も
生
徒
募

集
に
は
苦
心
の
日
が
続
い
て
い
る
。

本
校
で
は
、
昨
年
英
数
コ
ー
ス
の
共

学
化
に
伴
い
、
女
子
の
志
願
者
が
大

幅
に
増
加
し
、
入
学
者
も

名

近
く
を
得
た
が
、
今
年
度
は
、
入
学

者
が
大
幅
な
減
少
と
な
っ
た
。
特
に
、

専
願
受
験
生
の
減
少
は
、
深
刻
な
問

題
と
し
て
捉
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

従
来
よ
り
、
大
和
田
高
校
は
公
立
高

校
の
併
願
校
と
し
て
人
気
を
保
っ
て

き
た
が
、
生
徒
確
保
の
上
で
専
願
受

験
生
の
増
加
策
を
強
化
さ
せ
る
必
要

が
あ
る
。

昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
入
試

上
位

位
以
内
受
験
生
の
公
立

高
校
並
授
業
料
制
度
は
、
か
な
り
浸

透
し
、
成
績
上
位
の
受
験
生
は
一
定

数
あ
る
も
の
の
、
最
終
的
に
は
、
公

立
高
校
へ
進
学
し
て
い
る
模
様
で
あ

る
。
他
校
で
も
、
何
ら
か
の
奨
学
金

制
度
を
実
施
し
て
い
る
た
め
、
本
校

で
も
新
た
な
も
の
を
導
入
す
る
必
要

が
あ
る
。
し
か
し
、
受
験
生
減
の
最

大
の
原
因
は
、
前
年
度
の
進
学
実
績

の
ダ
ウ
ン
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
昨

年
度
の
生
徒
募
集
で
は
、
一
昨
年
の

実
績
で
あ
る
関
関
同
立
大
合
格

名
突
破
を
全
面
に
打
ち
出
し
た
が
、

昨
年
は

名
と
大
幅
減
と
な
っ
た
こ

と
が
大
き
く
ひ
び
い
た
。
今
春
の
大

学
入
試
で
は
、
関
関
同
立
大
合
格

名
に
戻
っ
た
た
め
、
来
年
度
は

募
集
上
好
要
因
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
そ
の
他
様
々
な
面
で
生

徒
・
保
護
者
の
望
む
、
魅
力
あ
る
学

校
作
り
へ
の
改
革
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

大
阪
国
際
大
和
田
中
学
校

同
世
代
が

万
人
台
に
入
っ

た
が
、
公
立
校
の
完
全

日
制
や
学

習
内
容
の

％
減
な
ど
の
影
響
で
、

今
年
か
ら
私
立
中
学
校
へ
の
関
心
は

急
速
に
高
ま
っ
た
。
本
校
は
こ
こ
数

年
の
地
道
な
努
力
が
、
徐
々
に
地
域

に
認
知
さ
れ
て
き
た
よ
う
で
、
志
願

者
・
入
学
者
の
増
加
に
繋
が
っ
た
。

し
か
し
、
男
子
生
徒
の
確
保
は
、
高

校
同
様
か
な
り
厳
し
い
も
の
と
な
っ

て
お
り
、
学
習
面
の
み
な
ら
ず
、
学

校
生
活
全
般
に
わ
た
っ
て
、
生
徒
・

保
護
者
の
満
足
度
を
あ
げ
て
い
く
努

力
を
続
け
た
い
と
考
え
て
い
る
。

大
阪
国
際
大
和
田
中
・
高
校
教
頭

河
井
康
宏
（
募
集
・
進
路
担
当
）

「
国
際
科
」
を
年
々
充
実
へ

募
集
活
動
を
再
構
築

大
阪
国
際
滝
井
高
校

少
子
化
と
い
う
社
会
的
問
題
、
長

期
に
渡
り
深
刻
化
し
解
決
の
糸
口
さ

え
見
い
だ
せ
な
い
経
済
不
況
の
影
響
、

さ
ら
に
公
立
高
再
編
成
に
よ
り
新
設

さ
れ
た
総
合
学
科
に
女
子
が
多
く
収

容
さ
れ
る
等
の
状
況
下
で
、
私
学
、

と
り
わ
け
女
子
校
へ
の
影
響
は
大
き

く
、
昨
年
度
よ
り
生
徒
募
集
に
は
非

常
な
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
き
た
。

前
年
度
に
新
設
し
た
「
国
際
科
」

で
は
年
毎
に
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

留
学
希
望
者
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に

長
期
留
学
の
メ
リ
ッ
ト
や
安
全
面
等

の
告
知
を
徹
底
し
て
広
報
活
動
を
行

な
っ
た
。「
普
通
科
」
で
は
多
様
な

能
力
を
持
つ
受
験
生
に
対
応
す
べ
く
、

エ
ク
セ
レ
ン
ト
（
特
進
）
コ
ー
ス
の

復
活
や
生
き
る
道
を
さ
ぐ
る
総
合
学

科
的
発
想
を
と
り
入
れ
た
『
系
別
選

択
制
度
』
を
特
徴
と
す
る
ア
カ
デ

ミ
ッ
ク
（
標
準
）
コ
ー
ス
は
内
部
進

学
制
度
の
有
利
性
の
強
調
、
ナ
ー
シ

ン
グ
（
看
護
進
学
）
コ
ー
ス
は
進
路

面
の
特
徴
等
を
打
ち
出
し
受
験
生
の

確
保
に
務
め
た
。

さ
ら
に
校
内
で
は
教
育
内
容
の
さ

ら
な
る
充
実
を
図
り
、
存
在
価
値
の

明
確
な
学
校
作
り
に
邁
進
し
、
卒
業

生
の
進
路
も
併
設
大
学
・
短
大
部
の

各
学
部
・
学
科
に
多
数
の
入
学
者
を

出
す
と
い
う
量
の
み
な
ら
ず
、
質
的

な
高
大
一
貫
教
育
も
進
み
つ
つ
あ
る
。

ま
た
、
各
種
検
定
で
も
幅
広
く
上

級
へ
の
合
格
者
が
着
実
に
増
加
し
て

き
た
こ
と
や
、
バ
レ
ー
部
の
全
国
大

会
で
の
活
躍
、
吹
奏
楽
部
の
コ
ン

ク
ー
ル
受
賞
、
地
域
で
の
演
奏
活
動

等
種
々
の
場
面
で
本
校
の
存
在
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
き
た
が
、
ま
だ
そ
の
内

容
が
世
間
に
認
知
さ
れ
る
に
い
た
っ

て
い
な
い
。
今
年
度
入
試
結
果
は
別

表
に
示
し
た
。

全
教
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、
今

年
度
の
減
少
原
因
を
探
り
出
し
募
集

平
成

年
度
第

回

大
学

短
期
海
外
留
学
生

〔

・
豪

年

月

日

月

日
〕

関
口
恵
美

（
社
コ
ミ

）

日
高
七
恵
（
社
コ
ミ

）

伊
藤
弘
美

梅
本
梨
恵
（
以
上
国
コ
ミ

）

清
水
聡
美

杉
本
知
佳
（
以
上
心

コ
ミ

）

南

亜
由
美
（
経
情

）

日
本
語
教
員
ア
シ
ス
タ
ン
ト

〔
ホ
ン
バ
ン
大
学
・
ベ
ト
ナ
ム

年

月

日

日
〕

庄
下
千
晶
（
社
コ
ミ

）

近
藤
奈
緒
美
（
国
コ
ミ

）

〔
ハ
ノ
イ
外
国
語
大
学
・
同

年

月

日

日
〕

奥

朱
穂
（
社
コ
ミ

）

砂
山
素
美
（
社
コ
ミ

）

〔
ハ
ノ
イ
国
際
貿
易
大
学
・
同

年

月

日

日
〕

長
井
志
保
（
社
コ
ミ

）

南
出
奈
津
子
（
人
健

）

〔

・

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

年

月

日

月

日
〕

吉
田
亜
弥
（
国
コ
ミ

）

奥

優
子
（
国
コ
ミ

）

〔

・

同

年

月

日

月

日
〕

黒

川
有
紀
子
（
ス
ポ
行

）

〔
上
海
華
東
師
範
大
学
・
中
国

年

月

日

日
〕

浅
野
順
子

松
本
貴

美
子
（
以
上
国
コ
ミ

）

〔
慶
南
情
報
大
学
・
韓
国

年

月

日

月

日
〕

池
北
美
由
紀
（
国
コ

ミ

）

〔
東
洲
大
学
・
同

年

月

日

日
〕

矢
田
隆
信
（
法
政
経

）

短
大

海
外
異
文
化
研
修
派
遣
学
生

〔
東
洲
大
学
・
韓
国

年

月

日

日
〕

中
嶋
美
智
子
（
家
政

）

竹

内
麻
衣

谷
口
ゆ
か
り

名
和
真
弓

二

又
真
由
美

船
田
倫
代
（
以
上
家
政

）

幼
児
教
育
実
習
海
外
研
修
派
遣

学
生

〔
木
の
実
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
幼
稚

園
・
豪

年

月

日

月

日
〕

秋
末
莉
穂

長
谷
川
美
緒

宮
森
聡
子

夜
久
祐
子

渡
邊

咲（
以
上
幼
教

）

丸
山
茉
莉
央
（
幼
教

）

平
成

年
度
第

回

大
和
田
高
校

〔

・

豪

年

月

日

月

日
〕

岩

本
和
也

村
上

結

下
村
友
佳
子

寺

田
結
賀
（
以
上

）

奥
田
政
三
教
育
・

奥
田
政
三
教
育
・

研
究
基
金
奨
学
生

研
究
基
金
奨
学
生
（敬称略）

選考種別 出願期間 選考日 合格発表日 入学手続期間

修
士
課
程

一次
経営情報学研究科 月 日（火） 日（月） 月 日（土） 月 日（木） 月 日（火） 日（月）

総合社会科学研究科 月 日（月） 日（金） 月 日（土） 月 日（木） 月 日（月） 日（金）

二次
経営情報学研究科

月 日（月） 日（金）
月 日（火）

月 日（木） 月 日（月） 日（金）
総合社会科学研究科 月 日（土）

博士（後期）課程
経営情報学研究科のみ 月 日（月） 日（金） 月 日（火） 月 日（木） 月 日（月） 日（金）

平成 年度 入試日程 学生・生徒募集要項平成 年度 入試日程 学生・生徒募集要項

経
営
情
報
学
部
・
法
政
経
学
部
・
人
間
科
学
部

経
営
情
報
学
部
・
法
政
経
学
部
・
人
間
科
学
部

大
阪
国
際
大
学

大
阪
国
際
大
学

大
阪
国
際
大
学
大
学
院

大
阪
国
際
大
学
大
学
院

選考種別 出願期間（消印有効） 選考日 合格発表日 入学手続期間（必着）

推

薦

特別推薦（AO）入学選考

推 薦 入 学 選 考 期

推 薦 入 学 選 考 期

自 己 推 薦 入 学 選 考

帰 国 生 徒 入 学 選 考

社 会 人 入 学 選 考

留 学 生 入 学 選 考 第 次

留 学 生 国 外 入 学 選 考

留 学 生 入 学 選 考 第 次

一

般

一 般 入 学 選 考 方 式

大学入試センター試験利用選考 期

一 般 入 学 選 考 方 式

一 般 入 学 選 考 方 式

大学入試センター試験利用選考 期

編

入

留学生編入選考第 次

一 般 編 入 選 考 第 期

社 会 人 編 入 選 考 期

一 般 編 入 選 考 期

社 会 人 編 入 選 考 期

留学生編入選考第 次

月 日（水） 日（金） 月 日（土） 月 日（土） 月 日（月） 日（金）

月 日（木） 日（金） 月 日（土） 月 日（土） 月 日（月） 日（金）

月 日（木） 日（金）

月 日（土）・ 日（日）

月 日（土） 月 日（月） 日（金）
月 日（土）

月 日（土）

国外 月 日（金） 月 日（月）
国内 月 日（金） 月 日（木） 月 日（土） 月 日（土） 月 日（月） 日（金）

月 日（月） 月 日（金） 月 日（日） 筆記試験
月 日（月） 面接試験 月 日（土） 月 日（月） 日（金）

月 日（水） 日（水） 月 日（金） 月 日（金） 月 日（金） 日（金）

月 日（火） 日（金） 月 日（土）・ 月 日（日） 月 日（土） 月 日（月） 日（金）

月 日（木） 日（金） 月 日（金） 月 日（金） 月 日（金） 日（金）

月 日（木） 日（金） 月 日（金）・ 日（土） 月 日（水） 月 日（水） 日（金）

月 日（木） 日（金） 月 日（土） 月 日（土） 月 日（月） 日（金）

月 日（木） 日（金） 月 日（日） 月 日（土） 月 日（月） 日（金）

月 日（木） 日（金）
月 日（金） 月 日（金） 月 日（金） 日（金）

月 日（水） 日（水）

一般入試の上記出願期間については、各期間最終日の翌週月曜日に限り守口キャンパス持ち込みのみ受け付ける。

大
阪
国
際
大
学
短
期
大
学
部

選考種別 出願期間 選考日 合格発表日 入学手続期間

推

薦

特 別 推 薦 （AO） 入 学 選 考

推 薦 入 学 選 考 期

推 薦 入 学 選 考 期

自 己 推 薦 入 学 選 考

推 薦 入 学 選 考 期

帰 国 生 徒 入 学 選 考

社 会 人 入 学 選 考

一般 一 般 入 学 選 考

月 日（水） 日（金） 月 日（日） 月 日（土） 月 日（月） 日（金）

月 日（木） 日（金） 月 日（土） 月 日（土） 月 日（月） 日（金）

月 日（木） 日（金）
月 日（土）・ 日（日）

月 日（土）
月 日（土） 月 日（月） 日（金）

月 日（月） 日（火） 月 日（日） 月 日（土） 月 日（月） 月 日（金）

月 日（木） 日（金） 月 日（日） 月 日（土） 月 日（月） 日（金）

月 日（火） 日（金） 月 日（土）・ 月 日（日） 月 日（土） 月 日（月） 日（金）

大
阪
国
際
大
学
短
期
大
学
部

大学・短大

活
動
の
再
構
築
を
行
っ
て
、
活
気
あ

る
学
校
作
り
に
努
力
し
て
い
き
た
い
。

（
大
阪
国
際
滝
井
高
校
教
頭

伊
藤
雅
之
）
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大阪国際学園
CALENDAR

大阪国際大学
（枚方キャンパス）

前期終講
補講（ ）
オープンキャンパス（ 、 ）
前期試験（ ）
追・再試験（ ）
集中講義（ ）
後期開講
大学祭（ ）

大阪国際大学
大阪国際女子大学

大阪国際大学短期大学部
（守口キャンパス）

前期終講
オープンキャンパス（ 、 、 ）
補講（ ）
前期試験（ ）
追・再試験（ ）
集中講義（ ）
後期開講
大学祭（ ）

大阪国際滝井高等学校
中間考査（ ）
保護者会（ ）
コーラス大会
修学旅行（オーストラリア）（ ）
修学旅行（カナダ）（ ）

（北海道）（ ）
プレ期末考査（ ）
授業終了式
授業再開
期末考査（ ）
終業式
指名保護者会（ ）
オープンキャンパス
始業式
入試説明会（ ）
文化祭（ ）
体育大会
プレ中間考査（ ）
遠足（ ・ 年）
一泊英語研修（ ）（ 年国際科）
オープンキャンパス

大阪国際大和田高等学校
大阪国際大和田中学校

教育実習（ ）（高校）
人権研修（ ）（高校）
体育祭
保護者会（ ）（高校）
授業参観（中学）
人権研修（中学）
期末考査（ ）（高校 年国際、教養）
期末考査（ ）
（高校 年、 年英数、 年）
期末考査（ ）（中学）
修学旅行（高校 年国際、教養）
林間（ ）（中学 、 年）
夏期講習開始（高校）
宿泊研修（ ）（高校 年教養）
家庭訪問旬間（中学）
終業式
学外講習（ ）（高校 年）
学習合宿（ ）（高校 年、中学 年）
始業式
芸術鑑賞
文化祭（中学）
コーラス大会（高校）
文化祭（高校）
実力テスト（中学）
合同集会
オープンスクール（高校）
授業参観（中学）
オープンスクール（中学）
中間考査（ ）（高校）
中間考査（ ）（中学）
避難訓練
入試説明会（中学）
遠足（中学）
入試説明会（高校）
保護者会（ ）（高校）
保護者会（ ）（中学）
入試説明会（中学・高校）

大阪国際大和田幼稚園
避難訓練
親子遠足
音楽発表会
水遊び開始
個人懇談会（ ）
終業式
夏期保育（ ）
夏期保育（ ）
始業式、入園願書配布
入園説明会
避難訓練
入園受付
運動会
いもほり（園外）
幼稚園交流
作品展

大阪国際学園
CALENDAR

大阪国際大学
（枚方キャンパス）

大阪国際大学
大阪国際女子大学

大阪国際大学短期大学部
（守口キャンパス）

大阪国際滝井高等学校

大阪国際大和田高等学校
大阪国際大和田中学校

大阪国際大和田幼稚園

コンビニ店長、「経験」から学ぶ経営
ファミリーマートを開業して、この 月で丸 年が経過します。コンビニエンス

ストアの経営は、 つ 円・ 円の商品を販売し、その積み重ねが利益となる商

売です。利益を上げる為には、一日の来店客数を増やし、お客様一人当たりの単価

を上げることが重要となります。

そのためには、自店の立地・客層・季節・流行などの環境を踏まえた上で、品揃

え・サービス・店舗管理など、店作りをするために様々な決定を行っていかなけれ

ばなりません。同じ名前をもつコンビニエンスストアでも、それぞれの店によって、

内容は大きく変わってくるのです。

その決定を行う上で「情報」や「知識」も確かに重要なのですが、もっとも重要

なものの つとして「経験」をあげます。

学生からすぐに経営者になった自分にとって、はじめての客商売は、マニュアル

だけで対応しきれるものではなく、最初はなにをするにも試行錯誤の連続でした。

しかし自分自身で考え、行動して、その結果を積み上げることによって、「経験」

は確実に自分のものとなります。また「経験」は、仕事を行っていく上での「自信」

へとつながるものになります。

学ぶべきことはまだ多くありますが、これからもがんばっていきたいと思います。

大
阪
国
際
大
学
経
営
情
報
学
部
経
営
情
報
学
科

年
卒

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

東
三
国
三
丁
目
店
店
長

今
中

高
俊

座右の銘は「行雲流水」
テストと言えば“一夜漬け”…これといった目標もなく「行ける所が進路」とば

かりに、あまり焦らず悩まず過ごしてきた私。今春 回生の学生は今、就職活動の
真最中？苦悩の連続で焦燥していることと思います。超氷河期と言われた頃、私も
マイペースで活動していましたが、この時ほど「自分は何をしたいのか」を考えた
ことはありませんでした。
様々な業種の会社説明会に参加したものの、明確には何がしたいのか決まりませ

んでした。しかし「生きていく上で役に立つ知識を取得できる仕事」をしたいと考
えるようになりました。最終的に不動産業か金融業のどちらにするかを迷いました
が、これまでの 年間を振り返れば今の不動産会社を選んで良かったと思います。

（毎日放送「せやねん」）に出演して、吉本興業のかつみ・さゆり夫妻と会
話したり…工事現場でクレーンのゴンドラに乗せてもらって m（マンション
相当）の景観を眺めたり…作業用エレベーターで建設中のマンション屋上へ行った
り…と、あまり経験できないことを体験できるのは楽しいことです。
今までに得た知識や経験は、かけがえのない財産となって私の笑顔や自信を形成

しているはずです。
もちろん辛苦も多々…「宅地建物取引主任者資格」の取得は避けては通れない関

門で、さすがに“一夜漬け”ではクリアできず、しんどい思いもしました。しかし
どんなことでも、きっと今の私のように思い返せる日が来るものだと思います。
楽しんで生きましょう！

大
阪
国
際
女
子
大
学
人
間
科
学
部
人
間
健
康
科
学
科

年
卒

阪
急
不
動
産

営
業
推
進
部
マ
ン
シ
ョ
ン
販
売
担
当

「
ジ
オ
緑
地
公
園

」
マ
ン
シ
ョ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
所
長

長
野
友
華

OB・OGレポートOB・OGレポート

平
成

年
度
卒
業
生
の
就
職
活
動
を

ふ
り
か
え
っ
て

平
成

年
度
卒
業
生
の
就
職
活
動

は
、
極
め
て
厳
し
い
状
況
と
な
っ
た
。

新
聞
紙
上
で
は
大
学
生
の
就
職
状
況

は
昨
年
度
を
若
干
上
回
っ
た
と
の
記

事
も
あ
る
が
、
近
畿
圏
に
つ
い
て
は
、

厳
し
い
雇
用
情
勢
を
反
映
し
て
新
卒

の
就
職
状
況
は
厳
し
い
結
果
と
な
っ

て
い
る
。

本
学
に
お
い
て
も
学
生
諸
君
の
就

職
活
動
は
困
難
を
極
め
た
よ
う
で
あ

る
。
就
職
状
況
が
厳
し
い
結
果
に
終

わ
っ
た
の
は
、
数
年
前
か
ら
続
い
て

い
る
厳
選
採
用
の
影
響
で
あ
ろ
う
。

企
業
の
採
用
論
理
は
「
優
秀
な
人

が
い
れ
ば
、
採
用
す
る
。
そ
う
で
な

け
れ
ば
無
理
は
し
な
い
」
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
最
近

の
景
気
の
先
行
き
不
透
明
感
が
企
業

マ
イ
ン
ド
を
一
層
萎
縮
さ
せ
て
い
る

も
の
と
思
え
る
。
し
か
し
、
す
べ
て

の
企
業
が
採
用
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
い
か
な
る
時

代
で
も
企
業
は
、
常
に
将
来
の
た
め

に
優
秀
な
人
材
を
確
保
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。

変
革
を
求
め
ら
れ
る
時
代
に
あ
っ

て
、
企
業
の
学
生
を
見
る
目
は
非
常

に
シ
ビ
ア
に
な
っ
て
い
る
。
学
生
の

み
な
さ
ん
に
は
生
半
可
な
気
持
ち
で

は
な
く
真
剣
に
将
来
の
こ
と
を
考
え
、

就
職
活
動
に
臨
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
ず
と
道
は

開
か
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

大
阪
国
際
大
学
進
路
・
就
職
部
課
長

中
山
貴
嗣

年
度

厳
し
か
っ
た
就
職
状
況

年
度

厳
し
か
っ
た
就
職
状
況

求
人
件
数
は
か
な
り
高
い

企
業
の
目
シ
ビ
ア

真
剣
に
挑
戦
を

就職活動の土台
自己発見の努力を
何ができるか、壁を越えよう

就
職
活
動
の
課
題
と
さ
れ
て
い
る

「
自
分
が
し
た
い
こ
と
を
探
す
」
こ

と
が
学
生
に
と
っ
て
難
題
で
あ
る
の

は
今
に
始
ま
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。

し
か
し
、「
自
分
が
何
を
し
た
い
の
か
、

ま
た
、
何
に
向
い
て
い
る
の
か
わ
か

ら
な
い
」
と
い
う
理
由
で
就
職
活
動

し
な
い
学
生
が
大
勢
い
る
の
は
、
大

変
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
因
み

に
、
進
路
・
就
職
部
で
実
施
し
て
い

る
中
間
進
路
状
況
調
査（
昨
年

月
）

で
は
、
就
職
を
希
望
し
な
が
ら
、
就

職
活
動
し
な
い
理
由
と
し
て
「
自
分

が
何
を
し
た
い
の
か
、
ま
た
、
何
に

向
い
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
」
を

挙
げ
た
学
生
が
、
大
学
・
短
大
と
も

に
前
年
に
比
べ
て
減
少
し
た
も
の
の

数
が
あ
ま
り
に
多
い
。

進
路
決
定
す
る
場
合
、
特
に
就
職

に
お
い
て
は
自
分
の
希
望
や
適
性
を

考
え
悩
む
の
は
当
然
で
あ
る
。
た
だ
、

問
題
は
そ
こ
か
ら
で
あ
る
。
い
つ
ま

で
経
っ
て
も
「
何
を
し
た
い
の
か
、

何
に
向
い
て
い
る
の
か
」
と
い
う
壁

の
前
で
立
ち
す
く
み
、
最
初
の
一
歩

が
出
な
け
れ
ば
就
職
活
動
は
完
結
し

な
い
。
一
方
、
自
己
分
析
、
職
種
研

究
、
業
界
・
業
種
研
究
の
後
、
つ
ま

り
、
自
分
を
見
つ
め
直
し
、
仕
事
や

会
社
の
こ
と
を
調
べ
た
上
で
の
就
職

活
動
で
あ
れ
ば
、
悩
み
の
克
服
も
可

能
で
あ
る
し
、
遅
か
れ
早
か
れ
、
内

定
を
獲
得
し
て
い
る
の
は
実
績
が
示

し
て
い
る
。

我
々
も
学
生
の
悩
み
を
「
自
分
が

何
を
し
た
い
の
か
、
何
に
向
い
て
い

る
の
か
わ
か
ら
な
い
」
と
十
把
一
絡

げ
に
し
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
学
生

に
し
て
み
れ
ば
、
本
当
は
し
た
い
こ

と
が
沢
山
あ
り
す
ぎ
て
決
め
ら
れ
な

い
だ
け
か
も
し
れ
な
い
し
、
ま
た
、

自
分
に
は
で
き
な
い
と
思
っ
て
い
る

の
か
も
知
れ
ず
、
或
い
は
反
対
さ
れ

て
で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と
も
あ
る

だ
ろ
う
。
同
じ
よ
う
に
見
え
て
も
、

学
生
一
人
一
人
の
壁
の
高
さ
も
厚
さ

も
違
う
。
進
路
の
多
様
性
、
就
職
活

動
に
対
す
る
取
り
組
み
の
変
質
は
、

学
生
に
合
わ
せ
た
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

が
必
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を

示
唆
し
て
い
る
。

大
阪
国
際
女
子
大
学

大
阪
国
際
大
学
短
期
大
学
部

進
路
・
就
職
部
課
長

定
國
通
雄

説
明
会
場
で
明
確
に
質
問
、

熱
い
思
い
は
届
く
は
ず

積
水
化
学
工
業

大
阪
国
際
大
学

経
営
情
報
学
部

経
営
情
報
学
科

年
卒和

田
泰
彰

私
の
就
職
活
動
は
、
大
学

回
生

の

月
頃
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
就
職

サ
イ
ト
に
登
録
し
、
知
っ
て
い
る
会

社
に
手
当
た
り
し
だ
い
エ
ン
ト
リ
ー

す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
し
た
。
当

時
は
自
分
が
ど
ん
な
仕
事
を
し
た
い

の
か
分
か
ら
な
か
っ
た
為
、
全
て
の

職
種
を
見
て
や
ろ
う
と
い
う
思
い
で

し
た
。

そ
し
て
、

月
初
め
か
ら
少
し
ず

つ
会
社
説
明
会
の
予
定
が
入
り
始
め

ま
し
た
。
最
初
の
会
社
説
明
会
で
は

完
全
に
緊
張
し
て
し
ま
い
、
最
後
ま

で
周
り
の
雰
囲
気
に
圧
倒
さ
れ
っ
ぱ

な
し
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
私
は
緊
張

に
打
ち
勝
つ
為
、
説
明
会
で
は
必
ず

み
ん
な
の
前
で
質
問
す
る
よ
う
に
努

め
ま
し
た
。
そ
の
方
が
人
事
の
人
に

顔
を
覚
え
ら
れ
有
利
に
事
が
運
ぶ
だ

ろ
う
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

月
半
ば
か
ら

月
初
め
に
な
る

と
、
次
第
に
面
接
が
増
え
始
め
、
月

曜
か
ら
金
曜
、
朝
か
ら
夕
方
ま
で
、

日

社

社
と
会
社
訪
問
を
し
ま

し
た
。
毎
日
朝
か
ら
晩
ま
で
会
社
訪

問
を
し
て
も
苦
に
な
ら
な
か
っ
た
こ

と
や
、
人
と
接
す
る
こ
と
が
好
き
な

自
分
に
気
づ
き
営
業
職
に
限
定
し
て

会
社
を
探
そ
う
と
決
め
ま
し
た
。

積
水
化
学
工
業
株
式
会
社
と
出

会
っ
た
時
に
は
既
に
内
定
し
て
い
る

会
社
が
数
社
あ
っ
た
の
で
す
が
、
説

明
会
に
参
加
し
て
み
て
言
葉
に
で
き

な
い
直
感
み
た
い
な
も
の
が
あ
り
、

受
験
を
決
意
し
ま
し
た
。
私
が
こ
の

会
社
に
決
め
た
理
由
は
、
自
分
の
こ

と
を
一
番
分
か
ろ
う
と
し
て
く
れ
た

会
社
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

就
職
活
動
が
進
む
に
つ
れ
面
接
も

数
多
く
経
験
し
、
面
接
慣
れ
し
て
き

ま
す
。
そ
の
時
に
注
意
し
て
欲
し
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
嘘
を
つ

か
な
い
こ
と
。
嘘
を
つ
い
て
内
定
を

獲
得
し
た
と
し
て
も
、
必
ず
入
社
後

苦
労
し
ま
す
。
自
分
を
飾
る
こ
と
よ

り
本
当
の
自
分
を
知
っ
て
も
ら
お
う

と
努
力
し
て
下
さ
い
。
自
分
の
熱
い

思
い
を
受
け
入
れ
て
く
れ
る
会
社
が

必
ず
存
在
し
ま
す
。
健
闘
を
祈
っ
て

い
ま
す
。

役
に
立
つ
面
接
訓
練

自
分
の
長
所
プ
ラ
ス
を

コ
ナ
ミ
ス
ポ
ー
ツ
株
式
会
社

コ
ナ
ミ
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
光
明
池

年
卒
業

人
間
科
学
部

人
間
健
康
科
学
科

新
井
美
晴

私
の
就
職
活
動
の
始
ま
り
は
、
進

路
・
就
職
部
で
行
わ
れ
る
様
々
な
行

事
に
一
つ
で
も
多
く
参
加
す
る
こ
と

か
ら
で
し
た
。
不
安
ば
か
り
の
就
職

活
動
も
、
何
か
の
行
事
に
参
加
す
れ

ば
毎
回
、
何
か
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
た
だ
参
加
す
る

だ
け
で
は
な
く
そ
の
時
得
た
こ
と
を

自
分
の
活
動
の
中
に
ど
の
よ
う
に
活

か
し
て
行
く
か
を
考
え
、
行
動
し
て

い
く
か
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

私
は
、
行
事
の
中
で
も
面
接
訓
練

が
最
も
役
立
ち
ま
し
た
。
訓
練
で
は

具
体
的
に
良
い
と
こ
ろ
と
悪
い
と
こ

ろ
を
あ
げ
、
指
導
し
て
い
た
だ
け
る

の
で
、
面
接
が
大
変
苦
手
だ
っ
た
私

も
、
本
命
の
コ
ナ
ミ
ス
ポ
ー
ツ
の
面

接
で
は
他
社
の
面
接
よ
り
も
自
信
を

持
っ
て
臨
む
こ
と
が
で
き
、
自
分
の

長
所
も
プ
ラ
ス
し
た
面
接
が
で
き
た

と
思
い
ま
す
。
コ
ナ
ミ
ス
ポ
ー
ツ
で

内
定
が
出
た
と
き
は
、
緊
張
で
上
手

く
話
せ
な
か
っ
た
こ
と
も
、
素
直
に

自
分
ら
し
く
話
せ
ば
気
持
ち
が
伝
わ

る
も
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

私
は
就
職
活
動
を
し
て
い
く
に
つ

れ
て
、
今
ま
で
気
づ
く
こ
と
の
な

か
っ
た
自
分
に
出
会
う
こ
と
が
で
き

た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
私
が
社
会

に
出
て
い
く
う
え
で
強
み
に
し
、
活

か
し
て
い
け
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

私
に
と
っ
て
就
職
活
動
は
苦
し
い
、

辛
い
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
新
し
い

自
分
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

い
も
の
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

就
職
奮
戦
ア
ド
バ
イ
ス

就
職
奮
戦
ア
ド
バ
イ
ス
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